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アイヌ語・ロシア語辞典 ⒆

(カザン，1875 年)

M. M. ドブロトゥヴォールスキー著
寺 田 吉 孝訳
安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は，P，R，S で始まる約 1600 語である。

ドブロトゥヴォールスキーが辞書を編纂する際に参考にした文献の内，たびたび本辞書中に転

載されていた文献がある。前回の前書きに，その多くはいまだ探し出しておらず，確認できてい

ないということ書いた。しかし，幸いなことに，在外研修期間中（2016 年⚔月 16 日～⚗月 15 日）

にそれらの文献の内の幾つかを入手することができた。入手できたものは下記のものである。

⚑．⽝1803～1806 年に行われたクルゼンシュテルンのナヂェージダ号およびネヴァ号での世界

旅行⽞ Путешествие вокруг света в 1803, 4, 5 и 1806 годах на кораблях Надежде и

Неве Крузенштерна（サンクト・ペテルブルグ，1812 年）所収の⽛海軍大尉故ガヴリーラ・

ダヴィドフが現地で集めたサハリン半島（原文のまま）南端に住む民族の言語の語彙集⽜

Словарь наречий народов, обитающих на южной оконечности полу острова Сахалина,

собранный на месте покойным Лейтенантом Гаврилою Давым

⚒．⽝東アジアとアメリカ北西海岸のいくつかの民族の言語の単語集⽞ Wötersammlung aus

der Sprachen einiger Völker der östlichen Asiens und der Nord-West-Küste von Amerika

（ロシア帝国海軍船長 A. S.クルゼンステルンにより公表，サンクト・ペテルブルグ，1813

年）所収の⽛アイヌ，すなわち，サハリン半島（原文のまま…訳者），蝦夷，南千島の住民

の言語の単語集⽜ Wötersammlung aus der Sprachen der Ainoʼs, der Bewohner der

Halbinsel Sachalin, der Insel Jesso und der südlichen Kurilen

⚓．⽝ダヴィドフ作成のアイヌ語単語集の批判的考察⽞ Kritische Durchsicht der von

Dawidow verfaßtenWötersammlung aus der Sprachen der Ainoʼs（帝国科学アカデミー正

会員アウグスト・プフィツマイエール博士（Dr. Aug. Pfizmaier）著，ウイーン，1852 年，

哲学歴史部門学会報告 1851 年 12 月号より特別抜粋）
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これらの文献の入手により，本辞典において説明もなく使われている省略語の内，v Nem.（в

Нем.），Nem.（Нем.）という省略語が文献⚒のことであり，v krit.（в крит.）という省略語が文献

⚓のことであるということが確認できた。

ところで，キリル文字をラテン文字に転写する場合，読みづらく紛らわしい場合がある。特に，

ラテン文字 yと i の取り扱いである。拙訳でのラテン文字 yと i の取り扱いは下記のとおりである。

キリル文字 発音 ラテン文字による転写 備考

ы ɨ y この場合のみ，y は母音字

я ja ya y は子音字

ю ju yu y は子音字

е je ye y は子音字（ e と転写された文献もある）

ё jo yo y は子音字

и i i иは母音字

й j j йは子音字（ i と転写された文献もある）

今回の訳出部分において，上記の転写に不都合な点があることが明らかになった。その原因は，

ラテン文字 y を転写の際に母音字としても子音字としても用いていることにある。

下表の⚒の Sy·i と⚓の Sy·eguru は，y と母音の間に分離記号をおく必要がある。また，⚑の

Syattye も S と ya の間に分離記号を置いた方が紛らわしくないだろう。拙訳では，ラテン文字

による転写の場合の分離記号は⽛·⽜を用いることにする。なお，⚔と⚕は，原文のキリル文字に

よる表記自体が不可解である。

キリル文字 発音 ラテン文字による転写 備考

⚑ Съятте s·jattje S·yattye ъは現代ロシア語と同様，分離記号として
用いられている。

⚒ Сыи sɨi Sy·i
母音уの後に母音が続く場合，y が子音 j
として発音されるので，y と i を分離する
必要がある。

⚓ Сыэгуру sɨeguru Sy·eguru
母音уの後に母音が続く場合，y が子音 j
として発音されるので，y と e を分離する
必要がある。

⚔ Съйнифъ sjnif Sjnif j の前後に母音がない特殊な発音

⚕ Съйю sjju Sjyu j の前後に母音がない特殊な発音

（寺田吉孝 記）
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P.
P. アイヌ語の字母 16 番目の文字．

P, pp. Mos.（語末において）もの，目に見える物；名詞を作るために用いられる小詞；時

に小詞 ka あるいは ga とともに，多くの数詞，代名詞 ne⽛何⽜や小詞 ta と結びつく．

Pa. Mos.（あるいは ba），小詞，その意味については， ⇒ ba. ─Dobr.(1) pa は名辞お

よび動詞から新たな動詞をつくる働きをする小詞．

Pa, 年． Dav. ⚑．煙（tambaku ─）． ⚒．湯気（toj ─，su ─）． ⚓．拾い物をする

（páste の省略形）：─ 頭． Pal. 煙． Lang. Mats. Kl. Sakh. 年． Kl. Kam. Sakh.

拾い物． Mos. 大盃，脚つき杯（日本語 paj ─パイから），年；見つける．

Paakaríkhu, オナガガモ（鳥）． Kr.

Paakaru. Dav. いぶる．

Páakhtsi. （名）黒い漆塗りの日本の茶碗．

Paatsyva uvyenʼ. Dav. むっとする，臭い．

Pava. Dav. ひょっこり見つける．

Pagari. Dav. 尺度， ⇒ pakarye.

─ va. Dav. 測る， ⇒ va.

Pagò. （名）男性の名．

5450 Pagun. （名）男性の名．

Padigi. Kl. Sakh. ～ だ け． Mos. ⇒ bateki. Padygi. Dav. ～ だ け． N(2)： ⇒

patyeki.

Pai. Dav. 竹(3)． Mos. 植物の名．

Paj. Dav. 太い葦．

Pajgara. Dav. 春． Pajgara. Kl. Sakh. 春．─ ibujki. Dav. 春の花．

─ pa. Dav. 今度の春に， ⇒ pa.

Pajyekchigì. （動）（粗）payàn（外へ出た）， ⇒ khchi.

Pajkaichìr. Kr. シジュウカラ（複数）

Pájkara. （名）春． Pajkaru. Mos. 春．

Pajkasábusi (pajkasabussi). （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 61 露里にある岬お

よび日本人の村．
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M. M. ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⒆（M. M. ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑴ 何の省略か不明。著者 Добротворскийのことか？
⑵ 何の省略か不明。
⑶ 原文では бамбуと記載されているが，бамбук（竹）の誤記であろう。
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5460 Paingu. Dav. 半年， ⇒ enʼko-pa.

Pajrosivo. Kl. Kam. 死ぬ，死にかけている．

Pájsyen. （名）日本の船（和船）（kúnʼgas-kungás より大きい）．

Pájsyerye. （名）人あるいは動物（pinnipedia⽛アシカ亜目⽜を除く）の胴体の下（後）部

の肉， ⇒ óra.

Pakà. （形）気の狂った，精神異常の，日本語の単語．（同）trámakhsakh.

Pákarye. （動）測る，目方を量る，比べる，考える，熟慮する．（名）尺度，重さ．

Pakari. Dav. 測る． Mos. 測る（日本語の fakaru⽛尺度⽜から），目方を量る，数える．

─ kanye. Dav. アルシン尺（ほぼこれに等しい日本の尺度）(4)． Mos. 肘の長さ（尺

度），日本語の fakari-kanye から．

Pakye. Mos. ザリガニ，エビのはさみ（単数）．

Pákyesaran. （動）自慢する，誇る；誇りを持っている． ─ajnu, 誇りをもった人，自信

たっぷりな人，（同）chirùj.

Pakishara guru. Dav. 英雄． Pakishara. Mos. 高慢な，誇りをもった（bakyeshara と

も言う）．

5470 Pákotsi. （名）カードゲーム(5)，日本語の単語． Pákotsi-khyétsirye, カードゲームをす

ること．

Paksyepni. Kr. 頁岩，スレート．

Paksippi. Kl. Kam. クルミ．

Paku. Mos. 容器のへりあるいは口．

Pákuj. （名）オホーツク海にいるまだらのフイリアザラシ（白と黒の毛皮）． ─ pisyè,

フイリアザラシの胃．

Pana. Mos. 埃．

Panata. （名）川の下流地域．（副）下流へ．

Pánakhte,あるいは ipanakhte, 日本語の単語．（動）拘留する，懲役に処する．

─ ájnu, 犯罪者，逮捕者，懲役囚．

Panyetofuki. Mos. （パ子トフキ），屋根の前部．

5480 Paniku. Pal. M. 取れ，持って行け．

Pánin. （名）兵士，日本語の単語．百姓，農民．

Pánnin（bánnin）. （名）兵士，日本語の単語．

Páncha. （名）最下等の日本茶， ⇒ utangàj および mántokuru.

Pancho, あるいは panʼcho. （名）指物師，大工． Panchzho. Dav. 大工．
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M. M. ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⒆（M. M. ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑷ アルシンはロシアの長さの旧単位（⚑アルシン＝71.12 cm）。日本の長さの単位の尺は⽛⚑尺＝30.3 cm⽜。
⑸ 花札のことか？
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Pancho-múkara, 大工の斧（siskyevgyè⽛顎鬚⽜がある(6)）．

Paóp. Kr. 頭． Pal. Lang. Kam.

Pápasʼka,あるいは chipápasʼka. （動）色を塗る．（形）色を塗られた（tumàn）．

Parà. （名）炉の上方にある竿でつくった平行四辺形のもの．（形）幅の広い（板が）．

─ arakà（しかし porò araká ではない）．（名）悪ふざけ．

Parabas. Kl. Sakh. 匙． Dav. 匙．

Pf.によると，二つの別々の語 pyera と bas（＝bashiui）であるか，ヨーロッパ式の匙を

指すために作られた二語からなる一つの単語であるか（pyera-bas⽛おたまの形をした

食事用の棒⽜）

5490 Páraka. （名）棒．

Parakankàn. （名）幅の広い節のサナダムシ（bothriocephalus latus）．

Parakara. Kl. Sakh. つらい，苦い． Dav. 悲しげに，苦く．

Paráki. （名）ダニ．

Parákina. （名）クマ草．

Parákita,あるいは paraskyè. （名）手（手首から指先まで），手，ものをすくう形にした手

のひら，前足（複数）（isò ─）． ─ póni, 掌骨（metacarpi）．

Parántuka. （名）海のカワメンタイ（タラ科の淡水魚）．

Parapompye. Lapyer. 小指．

Parasàn（あるいは san）．（名）棚．

Paraskyè, ⇒ parákita, 拳（南サハリンの人々のところでは）． ─áni uf. 手のひらで

受ける．

5500 Parátuvkye. （形）中背の（─ ájnu, 中背の人）．

Paraukyerye. Mos. 社交的な会話，当座話．

Páraurye,あるいは paravryè. （名）足（くるぶしから下の部分），中足（ちゅうそく）．

Lapyer. 足の後ろ側． ─ póni, 蹠骨（metatarsi）．

Parákhka. （名）ウミウシ（白い腹と黒い背をもつ）．

Parákhsye. （形）穴だらけの． Haj ─,あるいは単に parákhsye. （名）春の川面の氷にで

きた穴，氷湖．（同）osínʼkoru.

─ sas, 終わった(7) コンブ（非食用）．
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M. M. ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⒆（M. M. ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑹ 何を意味するのか不明。
⑺ окончатая（＝оконченная）という形容詞の訳である。⽛古くなり食べられなくなった⽜の意味か？
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Parachyèb. （名）ヘビのような大きな尾をもつ幅の広い軟骨魚．アイヌはそれを食さな

い；1871 年クスナイ（Kusunaj, Кусунай）で数匹獲れた．

Páryevrye. （名）足（くるぶしから下の部分）．

Pôriri. Mos. 空気；ひと息つく，休む；呼吸．

Paro あるいは paru. Lang. S. Sakh. 口．

Parô. Mos. 鉄の槍．

Paru. Kl. Sakh. Balʼb. Mat. 口， ⇒ paro. Dav. 唇（単 数）；（N：）口． Mos.

口．

5510 Parumbi. Dav. 唇（複数），口． Mos. （パルンビ），舌．

Paru syeshki. Dav. 口をふさぐ．

Paru unnaki. Dav. あご． N： ⇒ paru および onnajki.

Pásye. （形）重い（重量が，病気の時の頭が）． Tramupasye, 気が重い，頭が重い（病

気のときに）． Mos. 何度も．

Pasikutara. Mos. エンドウに似た植物の名．

Paskar. Kl. Kam. ワタリガラス（単数）．

Paskura. Kl. Sakh. カラス（単数）．

Paskuro. Mos. ワタリガラス，あるいはカラス（baskuro とも言う）．

─ kamoj. Mos. 黒いヘビ（字義通りは：カラスの神）．

Paskuru. Dav. カラス（単数）． Mos. ワタリガラス（単数），あるいはカラス（単数）

（パシフル(8)）．

Páskur. Kr. カラス（複数） Kl. Kam. カラス（単数）

Paskuto. Dav. 黒い貝（複数）．

5520 Passanna. Mos. （パツサンナ），イカ，コウイカ．

Paste. （動）見つける（拾い物を），省略形 pa.

Pasùj. Kr. 匙．

Pasujg. Kl. Kam. 匙．

Pas. Kl. Sakh. 石炭． Dav. 石炭． Mos. 石炭．

─ pas. Mos. 炭（複数），⽛重複による⽜複数形の例（パシパシ），pash-pash とも言う，

日本語で sumi.

Pasʼ. （名）インク，墨（日本の書写のための），炭（複数）（複合語の中で）．

─ karà, 炭を燃やす．
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⑻ パシクルの誤記であろう。
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Pasʼ-karà kotàn. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 17 露里にあるアイヌの村．

─ karà tishyè, 炭焼き小屋．

─ kokari, 黒く染める（塗る）．

─ pasʼ,あるいは unchi pasʼ pasʼ. （名）灰，トドの後足（ひれのある足），炭（火鉢用の）．

5530 Pata-patákhsyeka. （動）揺らす． Tryera ─, 風が揺らす（旗を）．

Patu-patúvsye,あるいは patù-patukhsyè. （動）（火の上で）ぱちぱち音を立てる．（名）火

のはぜる音．

Pattsyn. Dav. やっとこ．

Páteki, 省略形は pátekh, páte. （副）～だけ．

Paunbye. Mos. 頭の包帯．

Páuts. Kl. 楔（イトゥルプ（Iturúp, Итурýп）島(9) で）． Dav. 楔（イトゥルプ島で）．

─ kurubi. Dav. ふしだらな娘， ⇒ yajkopautsikoro.

Pákhka. （名）チョウザメ？(10) ギリヤーク語の単語．

Pákhkaj. （動）かつぐ（khyekátstsi ─）．

─ sumà. （地）イノシコマナイ（Inosʼkomanaj, Иноськоманай）の近くのチェカリ

（Chékari, Чéкари）にほど近い岬．

5540 Pákhko. （名）老婆．（同）ikónnokh

Pakhno （（珍）pákhgono） pákhnu とも言う，～まで，現在まで． Tánye pákhno, 今ま

で，現在まで． Tan kotan pakhno, この村まで． Hájbuchi pákhno, ナイブチ

（Najbuchi, Найбучи）まで

Pákhsye. （動）川の流れで下流に持っていく（渡河のさいに）

Pákhtaki. （名）雌馬，トンボ．

Pákhteki. （名）（川の）氷にくり抜かれた穴（釣りなどのために）．（同）símpuj.

Pakhtekh. （名）みずおちの部分． ─ póni, 腸骨．

Patsinkara. Mos. 魚の名（日本語の fatsikara から）．

Patsin. Dav. Nem. やっとこ．

Patsy. Dav. 酒杯．

Pashani. Mos. （パシヤニ），コウイカ．

5550 Pashye. Mos. 多くの，多少の（複数形をつくるはたらきをする）； 再度の，頻繁な（日

本語表現）． Pashye（パセ）あるいは bashe（バセ）． Mos. 目方が重い．
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⑼ 択捉島のこと。原文では Итурупуと書かれている。
⑽ 原文のまま。
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Pashi. Dav. 重く． Mos. 目方が重い（パシ，bashye バセとも言う）．

Pashina. Mos. （パシナ），燃えかす，灰，埃． Pf. pasina.

Páshkurachkumamaj. Kr. ビャクシン，ネズ．

Payakanchir. Kr. 青いセキレイ属の鳥，腹の黄色いセキレイ属の鳥．

Payamanù, （祭りから四方に）散った，別れた，解散した；日本語表現．

Payàn. （動）行く，旅行する ─Payantrò! さあ行こう！ Kyekh-payantrò! 行こう！

Tunasʼkánye payantrò! もっと早く行こう！

Pye. ⚑．水． Pal. Lang. Kur. （pēh）． Kl. Kam. Bal. Kur.-Kam. ⚒．Mos. pye

あるいは bye もの，小詞として用いられる ⇒ gye.

─ ne. Mos. ⇒ gye-ne.

Pyévri. （名）小熊．

Pyei. Dav. 汁． Pyej. ⚑．汁． Kl. Sakh. ⚒．泡．

5560 Pyeiran. Dav. 掘る． ⇒ pye および ran.

Pyéka. ⚑．（名）機織の道具．─⚒．（動）受け止める，支える（倒れかけているものを），

（ボールが）飛んでいるところをつかむ．─⚓．前置詞（pyékano の省略形）および副

詞．～に向かい合って，向かい側に．

Pyékano. （副）向き合って，向かいに．（同）earávsi.

Pyekyeppo-koma. Mos. （ペケツポコマ），若いアザラシ．

Pyekyéri. （地） ⇒ tu-pyekyéri.

Pyekò. （名）角のある家畜． Ókhkayu ─, 雄牛； mákhne ─, 雌牛．

Pyeku (pēhkuh), 飲む． Lang. Kur. Kl. Kam.

Pyema. Dav. Nem. 口つきの木製の茶椀．（同）itonopu.

Pyénata. （名）川の上流地域，川の上流へ．

Pyenzi, 船． Brot. Pyensi. Kl. Mat. 獣の皮でつくった小舟．

Pyeni. Dav. （Nem.）液体の．

Pyénsaj (pyenzaj, pyentsaj, pyentsaj). （名）船，船舶．

─ o utara, 水夫（複数）．

5570 Pyéntram. （名）人間および動物（鰭脚亜目の動物を除く）の体の前半分（上半分）の肉．

Pyenup. Mos. 植物の名．
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Pyénʼkisyokh,あるいは pyenʼkisyof, pyenʼkisyuf. （名）腿の関節，鼠蹊部の関節

Pyéne. （名）泥．（形）溶かされた（金属が），液体の（大便が）． Síri ─, 雨降りの，

じめじめした天気． Opàsʼ pyéne, 湿った雪（水の浸み込んだ）．

Pyéosista. （名）底（川，海の）．

Pyépujráma. （名）女性の名．

Pyéputu. （名）男性の名．

Pyerà. （名）筬（おさ）（ártusʼ を織るための小さな板）． Mos. 大匙，調理用の匙，おた

ま．

Pyeràj. （動）釣る（魚を）． Mos. 釣竿についた釣針，魚を釣る．

─ àkh. （名）釣竿．

5580 ─ togapor. Dav. 釣竿の釣針， Nem. Dav. pyeraj togapf, Pf.によると，釣竿の胸

部を意味している．

─ togapf. Dav. 釣竿の餌．

Pyeranishyei. 蛤に似た白い甲殻動物の名

Pyeryè. （動）切開する（腹を）． Góni ─,あるいは khóni nasà, はらわたを抜く（魚の）．

Khyerokhki ─,あるいは単に pyeryè, ニシンの卵．

Pyeryeba. Mos. 縦に割る，割る， byeryeba とも言う．

─ ni. Mos. 割られた薪．

Pyéryekye, ひびが入る（木について，瓶について）． Mos. 割る，割れている，割れる

（他に pyerigi）．

Pyeryekye-ni,あるいは náskye-ni, 裂けた丸太（木）．

Pyéryepa. （動）細かく割る，細かく引き裂く（akh ─）．

Pyeriba. Dav. 細かく割る． Mos. 割る．

Pyesasam. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 108 露里にある岬と日本人の

村．

Pyesyeto. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の北方 117 露里にある岬．

Pyeskte. （地 Shm.）ホインドゥシュクテ（Khojndshuktye, Хойндшукте）岬の隣にある岬．

5590 Pyespo. （地 Shm.） ティオナイ（Tionaj, Тiонай）の隣にある岬； サハリン西岸のオロ

ケ ス（Orokyes, Орокесъ）川 の 北 に あ る 岬 お よ び 川；ヴ ェ ン ト ゥ ヴ ェ サ ン

（Vyentvyesan, Вентвесан）近く，南方にある岬．
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Pyessamùsʼ. （名）アイヌが sókhkara という名の筵（むしろ）をつくる材料となる草．

Pyésto. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の北方 107 露里にある岬．

Pyesúturu. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 67 露里にある川．

Pyesʼ. （名）崖，絶壁． Pyesʼ oíjka ─ yájkistye, 絶壁から転げ落ちるとは災難だ．

Pyesʼkámbye (pyesʼkámpye). （名）岸からの風（クスナイ（Kusunaj, Кусунай）にとっては

東風），島から海へ； 北風（チェプフナイ（Chyepukhnaj, Чепхнай）では koj an）．

Pyésʼpoko. （名）窪地，渓谷．

Pyésʼtomanaj. （地）クスナイの南方 227 露里にある小川．

Pyetini. 湿り気，湿気． Kl. Sakh. Pyetni. Dav. 湿っぽさ，（比）byetnye.

Pyétoroj. Kr. チドリ属の鳥（複数）（鳥）．

5600 Pyettini ugyeri. Dav. びしょ濡れになる，Pf によると，byet-nye ogari⽛すっかり濡れ

た⽜．

Pyetù （動）切開する（ナイフで腫れ物を）． Goni ─, goni nasà, goni pyeryè は同義語．

Pyettsama. Dav. 川岸．

Pyet. Kr. 川． Lang. Kam. Kur. （peth）． Kl. Kam. Fyur. Pyetʼ. Pal. 川．

Pyetyni. Dav. 濡れていること．

Pyétepa. （動）─ opàsʼ, くっついた（くっつく）雪（スキーなどに），（同）kotákhma opàsʼ.

Pyeupùn. （名）波しぶき（強風の際の）．

─ numárye, しぶきをあげて波が立った， vákhka-upùn numárye とも言う．

Pyeurye. Mos. 若い． Pyeuri. Dav. 若い． Mos. 年端もいかない．

─ tómbi. Dav. 新月．

Pyéukhte. （動）こねる． Amam ─, パンをこねる．

Pyékhkutu. （名）スイバ（人の背丈をこえる）．

5610 Pyétsika. （動）渡る，川を渡る． Naj tóntuye ─, 川を渡る．

Pyetsisi. Mos. 貝の（属の）名．

Pyetsíssye. （形）もろい． Osóma ─, 華奢な椅子．
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Pyets. 川． Lang. S. Sakh.

Pyéchara.あるいは─ otà. （名）波に洗われる海岸の部分．

Pyeshkutu. Lapyer. アシタバ，シシウド（植物）

Pyeenyeka. （動）薄める，水で薄める．

Pyeeni. Dav. 薄い，薄く．

Pi. （名）種子あるいは（実の中の）種． ─ Kl. Pal. Lang. Kam. 水．（動）引く，引っ

張る（魚の入った網を）．（地）Shr.(11) アイヌ語でシウ（Síu, Сíу），オリチャ語でシュ

（Syu, Сю）と呼ばれる川．

Pívkye. （動）引っかく，噛みつく（熊が）．

5620 Pigì, 形容詞から名詞をつくる小詞， ⇒ ku.

Pig. Kr. 大砲（クナシリの人たちのところで）．

Piyedu. （地 Shm）マクン・コタン（Makun-kotan, Макунъ-котанъ）の北方にある岬．

Piyep. 脂肪． Lang. Kur. 太っていること． Kl. Kam.

Piigun. Dav. 礫（れき），Pf.によると，pinikyeu⽛もっとも小さい石（三種類に区別され

る）⽜ ⇒ pijkyev.

Píjkyev. （名）大粒の砂，砂礫（海岸の）．

Píjo. （形）恥ずかしさから話すことができない，内気な．

Pikankur. Kr. 男性の名．

Pikáta. （風が）暖かい，日本語の単語； アイヌ語では suntryéra⽛西の⽜（トブチ（Tobuchi,

Тобучи）にとって）． Mos. 十二支の⚗番目．

Pikkye. Mos. （ビツケ），大きな石，崖のかけら．

5630 Pik. （地）Shr. ドゥーイ（Duj, Дуй）の北方にあるギリヤークの村．

Pilavo. （地）Shr. 南端のギリヤークの村，アイヌも多い．

Pilyevo. （地）あるいは pilʼyavo. Shm. 川および村（⇒ porokotan）．

Pillyangte. （地）ドゥーイの南方にある岬． Shm.

Pilnga. （地）Gl.(12) トゥイミ（Tymi, Тыми）からアルカイ（Arkaj, Аркай）に行く途中

の谷．

Pimi. （地）Shr. トモ（Tomò, Томò）川
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Pímpo. （名）（形）乞食，乞食暮らしの，貧乏人，貧乏な．日本語の単語．

Pinikyeu. Mos. 小さい，あるいは極めて小さい石（複数），砂礫，砂利．

Pini tara idaku. Dav. 内緒で， ⇒ pinufponye.

Pínnye. （名）雄．（形）男の（（同）ókhkayu）． Mos. 雄．

5640 ─ kinà. ウバガイの一種．

Pinni. Mos. 雄．（形）雄の（動物について）．

─ gada. Dav. 雄犬． N: pinnye-syeta

─ khuguyukf. Dav. 雄の熊．

─ tskapf. Dav. おんどり．

Píntoro. （名）ガラス，日本語の単語．； pínʼtoro の方が良い．

─ itánʼki, ワイングラス，コップ．

─ chavan, ガラスの茶碗．

Pinufpónye（省略形は pinufpon），密かに，こっそりと．

Pínufpon-itakh. （動）ささやく，（反）kháukoroitàkh.

Pin-ni. （名）ヤナギ属の木．

Pipà. （名）湖の貝の一種． Lapyer. 大きな螺鈿用のウバガイ．

（貝）．

Piraj. Dav. 釣竿． Mos. 釣竿についた釣針； 魚を釣る（pyeraj とも言う）．

5650 ─ yakka. Dav. 釣る； Pf.によると，釣っている間に．

Piraka. Dav. 木製のオーバーシューズ． Mos. 木製の靴．

Pirani. Mos. 木の名．

Piránkaj, 漕ぐ，日本語の単語．

Pirà-pirà. （動）引き破る，細かく引き裂く（古い綱を）．

Pirása. （動）敷く，広げる． Sokhkara ─, trusà ─, （莚や毛皮を）敷き広げる

Piraski. Dav. 平らに．

Pirákhka. （名）木製の日本の靴（ぬかるんだ時の）．

Pirì. （名） ⇒ náski-pirì. Kl. Sakh. 傷． Mos. 刺す（stechen）． Dav. 傷． Mos.

洗う，拭く．

─ ishama anbi. Dav. 全体の，丸ごとの，Pf.によると，piri-ishama-an-bye,⽛損なわれ

ないもの⽜（piri⽛割る，壊す⽜から）．
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5660 Pirì-umari. Dav. 傷つける．

Piriba. Dav. （箒で）掃く，拭く，磨く． Mos. 拭く，洗う（piri とも言う， ⇒ ba）．

Pírika. （形）良い．（副）良く，うまく． Mos. 良い，すばらしい．

─ guni ku-ramu-an, これは良くなると私は思う． Mos.

─ korokaki. Mos. （あるものは）良いのに，（あるものが）良い時に．

─ kusuàn an ki！ それでは失礼します！，ごきげんよう（去る者が残る者にするあいさ

つ）（同）pirika na okàj！

─ na! （間）すばらしい！結構！ Mos. これは良い； 良い状態にある，良い状態で

ありうる（⇒ a および na）．

─ na okàj! それでは失礼します！，ごきげんよう

─ na oman! 道中ご無事で．

─ no. Mos. 良く（副詞），すばらしく．

─ statyea! 結構！ 日本語の言い回し．

Pírikara-kinà. （名）バイケイソウ属のような葉をもつ草（傷に貼られる）．

Pirkao. Pal. 良く． Pirka. Fyur. 良い．

Píro. （名）黒いウミウシ．（地 Shm）川および村， ⇒ piròkh.

Piróro. （動）すき間を塞ぐ． Síntusʼ ani ─, 苔で（舟の）すき間を塞ぐ．

5670 Piròkh. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 119 露里にあるアイヌと日本人の混

在の村．

Pirù. （動）拭き取る（úsʼkuj ─），線を引いて消す，抹消する（書きそこなったものを），

拭う．

Piruka. Kl. Sakh. 健康な，良い． Dav. 良く． Mos. 良い，良く，すばらしい．

─ va. Dav. 良い(13)；善良に．

─ guru. Dav. 善良な． Mos. Piruka guru, 良い，あるいは立派な人．

─ kyeutomo. Dav. 善良な性格．

─ nidoan. Dav. 良い天気．

─ nunu. Dav. 探る．

─ piruka. Dav. その通りだ，結構（結構，結構）．

─ fura. Dav. 良い匂い． Mos. 香ばしい．
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5680 Pirukambye. Dav. 品行方正．

Pirukanzan. Dav. （病気から）回復する．

Pirukano. Dav. 単独では用いられない単語． Mos. 良く，すばらしく，すばらしいや

り方で．

─ an. Dav. Nem. （病気から）回復する．

─ idaku. Dav. 口に出す．

─ inu! Dav. 聞きなさい！

─ iramaanno. Dav. 分かった．

─ iringari. Dav. 説得する．

─ ichagashino. Dav. 教え諭す． N：⇒ no.

─ kadokaru. Dav. 伸ばす， ⇒ katu-kara および pirika.

5690 ─ karu. Dav. ⚑．善行． ⚒．整える．

─ ogaj. Dav. 稼ぐ．

─ siru. Dav. きれいにする． ⇒ siru-siru.

─ shíòmoki. Dav. 粗く，まばらに．

─ yajgovyebigiri. Dav. 急に思いつく．

─ yainu. Dav. 思いつく，Pf.によると，yajno⽛思う⽜から．

Pirukaru. Dav. 汚くなく．

Pir. Kl. Kam. 傷（pӯrh）．

Piryákhni. （動）鎖をはずす（犬から），鎖から解き放す（犬を）（syetà ─）．

Pisyè. （名）胃．（同）tújnu, 腹．（同）góni； 本来の意味ではないが，⽛妊娠した（女

性）⽜．

5700 ─ kikkiri. （名）小児のぎょう虫（Oxyuris vermicularis）．

─ porò. （形）貪欲な．

─ syetà, 妊娠した雌犬．（同）tújnu-syetà.

─ charà. （名）食道．

─ chirì. （名）フクロウ．（同）gúmsye.

─ chuf. （名）膵臓．

Pisì. （動）たずねる，詳しくたずねる． ukòpisì とも言う．

Pisibyekau. Mos. 海岸に住む猛禽の名．

Pisikanta. Mos. まわりに，あたりには，周囲に．

Pisikan. Mos. まわりに，あたりには； 周囲，周囲に．

5710 Pisita. Mos. （ピシタ），海岸．

Pískye. （動）数える．（名）計算．
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Pisòj. （名）⚑．下ろした魚の脇腹の肉（カラフトマスでは柔らかく脂肪が多い）， ⇒

gontrakisarà. Chyekh-pisoj. ⚒．端（机の），（同）tsyápusʼ； ⚓．魚の腹の薄い部

分（chyekh ─）．

─ mim. （名）魚の腹の薄いところの肉．

Píssye. （名）ひび割れ，小さい潰瘍（皮膚の）．

Pissokis. （地 Shm.） カスピ（Kaspi, Каспи）およびヴェンコタン（Vyenkotan, Венкотан）

の北方の山．

Pisʼ. （名）貝の寄生生物（鯨では，khúmpye ─），（動）しゅーしゅーという音をたてる．

（名）しゅーしゅーいう音（pisʼ ─ kháu）； 回数の数え方（日本人によって取り入れ

られた） Snye ─, tu ─, trye ─, いち，に，さん， ⇒ pu および suj.

Písʼkani. （形）異なる．

─ ta. 省略形は pisʼkanta, あちらへもこちらへも，あちこちに，いたるところに．

Písʼkani ta payan,あるいは písʼkani ta kotàn payan, あちこち旅行する．

Písʼkosʼ. トゥナイチァ（Tunajcha, Тунайчa）湖の河口にいる 1.5-⚒ヴェルショーク(14) の

小さな魚．

Písʼta. （副）海の方へ（森から）， ⇒ mákhta.

5720 Pisʼkháu. （名）しゅーしゅーいう音

Pisyánta. （副）海のそばに，海の近くで．

Pità. pitáta の省略形．

Pitata, 省略形は pità. （動）解く，ほどく（gómpusʼ⽛結び目⽜を），ほどく，広げる，伸

ばす． Pitata. Dav. ほどく． ─ ya. Dav. ほどけ！

Pitoromun. Dav. 野菜，植物， ⇒ pituru-mun.

Píturu. （形）新鮮な，獲れたての（─ chyeb）．

─ tsyepf. Dav. 新鮮な魚．

Piutsi. Mos. （日本語の fiutsi⽛火打ち金⽜から），火打ち（火を得るための）；火を打ち出す．

Pifurinaj. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 40 露里にある川およびアイヌ

と日本人の混住の村

Pits. Lang. Mat. 川．

Pichira. Kl. Sakh. 下痢． Dav. ⚑．下痢． ⚒．排便する， ⇒ obichiri. Pichir.

Kl. Kam. 下痢．

Pishkanini. Dav. どうにかこうにか．

5730 Pishkanta. Mos. 周囲に，あたりに．
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Pishkan. Mos. まわりに，あたりには．

Pishkye. Mos. 数える，計算する（ピシケ）．

─ va. Mos. 数えられている間に（もし数えられるなら）， ⇒ va.

Pishki. Dav. 数える． Mos. （ピシキ），数える，計算する．

Pie, 省略形で nʼye. （形）脂肪太りの，太った（ájnu）．

Plyj. （地）Gl. シウ（Siu, Сiу）川のギリヤーク語での名称のようである．

Po. （名）子供（単数），子供（複数）． Ókhkayu po, 息子． Makhpò, 娘； ─子供．

Kl. Sakh. （po）， 息子（poo）． Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. ─ Dav. 子供． Mos.

子供．

Mos. pô も，bo も，bô も名詞および副詞をつくる小詞；名詞とともには付け加える

形でのみ置かれる． Yangarapte, shionnoka ikoraki ne gurupô nyeno anna, 身体に気

をつけて！ 本当におじ（⽛甥⽜の間違い）のようだ）．さらに，副詞を派生させる小

詞 no を付加すると新たな副詞ができる，それは本質的に no で終わるものと異ならな

い；二重に置かれたものは，複数を示すようである． ─ Po-nu(15) kyésʼva arakà, 恒

常的な陣痛，陣痛（複数）．

─ ikónye (makhnyeku), お産による病人，お産から回復していない女性．

─ kyenno, 赤ん坊を哀れむ，赤ん坊を守ってやる， ⇒ ikyenno

─ nu, 産む（子供を），生まれる（赤ん坊が）．（同）po-korò.

─ okàjnye ku korò, 私は多くの子を産んだ．

─ po. Mos. 息子たち（⽛重複による⽜複数形の例）

5740 ─ puj. （名）膣（póki-puj の省略形）．

─ sakh. （形）子供のない．

─ sírinye an koro ajnu, 人の遺産を得た相続人．

─ sírinye korò, 遺産を得る相続人（たとえ他人であっても，たとえば，養子）．

Pogi. Dav. 跳ぶ．
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Pogobi. （地 Shp.）ドゥーイ（Duj, Дуй）の北方にあるギリヤークの村（アジア大陸からサ

ハリン島へ渡る場所）．

Podlongkte. （地 Shm）ドゥーイの南方の岬．

Poj. ⚑，（形）小さい（pon の軟音化されたもの）． Dav. Kl. Sakh. 膀胱． ⚒．pojyè

の省略形， ⇒ kísara poj. ⚓．Mos. くり抜く，選ぶ．

─ poj. Dav. ほじくる． Mos. 手のひらで受けとる，捕まえる．

─ syetà. （名）子犬．

─ síntoko. （名）漆塗りの黒い日本の桶．

5750 Pojyè. （動）掘り返す（toj ─, 地面を掘り返す），掘る，掘り出す（ánchi ─, 石炭を掘

り出す）．

Pójyerye, （動）命令する． Ku onà orova inʼ pójyerye, 私は父に命じられた．

Poina. Kr. Pal. 石． Pojnà, 石． Lang. Kam. Kur. （poinăh）． Kl. Kam.─ Mos.

中位の大きさの石．

Poipoj. Dav. くり抜く．

Pojp. Mos. くり抜くための道具， poj⽛くり抜く⽜から．

Pojto. Mos. 魚の名．

Pokyè. （名）桁組み，小屋組み．

Pokyesi. Mos. 皮膚の黒いしみ．

Pokì. （名）女性の生殖器．

─ bui karu. Dav. （未成年の女子を）犯す，強姦する．

─ vyénte. （動）純潔，処女をうばう．

5760 ─ nasà. （動）処女，純潔をうばう．

─ puj. （名）膣

─ sye. （名）性別（チェプフナイの（Chyepukhnaj, Чепухнай）人々のところで）

─ tsyápusʼ. （名）大陰唇．

─ eyakitujyè. （動）処女，純潔をうばう．

Pókini,あるいは tishye ─, 壁（百姓家の）．

Pokotomari. （地 Shm.）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan, Вендвессан）の南方にあ

る湾と岬．

Pommats. Kl. Sakh. 娼婦，いかがわしい女． ─ Dav. 妾，Pf.によると，pon-matsi.

─ bu. Dav. 私生児．

Pómpye. （名）ワモンアザラシの子（ワモンアザラシ pakuj）， ⇒ amúsʼpye および pon-

kamúj；以前の意味は⽛指⽜．
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5770 Pompu. Kl. Kam. 子供．

Pómun. （名）草（小さな花をつける）．

Pónamuspye. （名）アザラシ（poròkh）のもっとも小さな子， ⇒ amusʼpye.

Ponva. Pal. M. 小さく，ごくわずか．

Póngapif. Kr. 黒くて大きいカモメ（複数）；あるいは pónganiv. Kr. 大きい海のカモ

メ（複数）．

Pónye. Kl. Kam. 魚の鰭（pōhnĕ）． Ponyé, 骨． Pal. M. Kl. Sakh. 形容詞の語尾．

Dav. 骨． Mos. 骨（日本語の fonye⽛骨⽜から）．

─ tunkoni. Mos. 骨の痛み（日本語の fonye-tsukunye, fonye-itami から）．

Póni. （名）骨，鰭（魚の）． Mos. 骨，魚の骨（日本語の fonye⽛骨⽜から）． Lapyer.

魚の骨あるいは脊柱，大量に焼いて保存される．

─ kájte. （名）折れること（骨が）

─ sabà. （名）男性の名．

─ sirárapa, 骨がやせこけた，骨と皮ばかりだ．（同）ogà-póni.

5780 ─ únye makhpò, 下の娘（⚒番目，⚓番目なども）．

─ únye po, 下の息子，年下の子供（⚒番目，⚓番目，⚔番目なども）．（同）varápo.

─ chu. Dav. 棘．

─ echikójki, リューマチ，骨の鈍痛．

─ echirajte,あるいは ponyechirájte, ひどくやせ衰えてしまう筋肉の麻痺．

─ yambi. Dav. 小さな貝．

Pónno. Dav. 少し． Lang. S. Sakh. 小さい． Mos. 短い時間，少し．

─ buri. Dav. 小さな丘．

─ niyakhka. （副）少し，いくらか，ある程度．

─ ponno. Dav. 少なくする，ちょっとずつ． Mos. 徐々に．

5790 ─ shats. Dav. 乾かす．

─ shyukkajkadoan. Dav. 酸っぱくなる， ⇒ sufkaye.

─ yakka ishama. Dav. 少しも～ない． Mos. まったく～ない．

Póno. （副）ごくわずか，少し．

─ aki. Dav. ⚓番目の兄弟．
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Póno-askibits. Dav. 指，小指．

─ gava, 少し治った，少し小さくなった（傷について）

─ kgyánye, （形）年配の，白髪頭の．

─ pono, 少し．

─ pono pirika, 少し良い（病気について）．

─ tétara. （形）黄色い，白っぽい．

5800 Pontorgúmpye. （名）北の鯨（巨大な）．（同）sinokorúmpye.

Pon. （形）小さい，大きくない． ─ Lang. Mat. S. Sakh. ─ Dav. 小さい．

─ ashkibits. Dav. 小指．

─ bajkaru. Mos. 春の初めの部分．

─ bye-po. Mos. 些細な事，つまらない事（pon⽛小さい⽜および bye⽛もの⽜から）．

─ byets. Dav. 小川． Mos.

─ irimo. Lang. S. Sakh. ネズミ Mos.─ N：字義通りは，小さいクマネズミ．

─ kamyè, 壺（粘土製の，たとえば，薬用の）

─ kamùj. ⚑．ワモンアザラシの夏に生まれた子． Ónnyev-kamùj（冬に生まれた子）．

⇒ chuf-kamùj.

─ kasa. Mos. 小さな丸い帽子．

─ komò. （名）草で作った小さな刻み煙草入れ．

─ korye. Mos. 妊娠した．

─ koro. Mos. 妊娠した，身重の． ponkoro-myenoko. Mos. 妊婦．

─ matsi. Mos. 妾

─ myego. Dav. 子猫，Pf によると，pon-neko.

5810 ─ nàj. （名）小川．（地 Shm）マクン・コタン（Makun-kotan, Макунъ-котанъ）の北方

にある小川．

─ nájpu. （名）流れ．

─ na-kkyembye. Mos. （ポンナツケンベ），小指．

─ niátusʼ. （名）小さい木製の容器， ⇒ niátusʼ

─ nírasʼ. （名）かけら．

─ pe. 指，サハリンの方言．

─ rui. Mos. 小さい．

─ siko-kyembye. Mos. 手の指．

─ tabarà. （名）莚（むしろ）で作った小さい財布．

─ tákhni. （名）白樺の若木，白樺の屋根葺き材（betula nana）．

─ tokushish. Mos. （ポントクシシ），魚の名，字義通りは：小さいサーモン．
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Pon-khatsko undshi. Dav. 火花（不自然な言い回し）．
─ khyekatstsi. （名）子供，赤ん坊．

5820 ─ tsyep. Mos. （ポンゼプ(16)），イワシ，アンチョビー，字義通りは：小魚．
─ tsipu. Mos. 舟，丸木舟．
─ tsybi. Dav. 舟．
─ changin. Dav. 下仕官．
─ cho. Mos. （ポンチヨ），子供たち．
─ chuf, 新月．
─ shyeda. Dav. 小さな犬， ⇒ pon-syeta, サハリン島では poj-syeta.
─ shiuttye. Mos. （ポンシュツテ），若いビーバー．
─ ébokasʼ (epokasʼ). （形）中くらいの長さの． Ka ─.
─ yuku. Mos. 雌のダマシカ，雌ジカ．
Ponʼ 軟音化した pon.
─ apftu. Dav. 小雨．
─ irimo. Dav. ネズミ．
─ chuf, 新月．（同）asìsʼ-chuf.
─ shyeda. Dav. 子犬．
Poo. Dav. 息子， ⇒ po および go.

5830 Poon. Kl. Kam. 骨（pŏŏhn）．
Pôpaj. Mos. パイプ，笛（eine Pfeife）．
Popyenuvok. Kl. Kam. 汗．
Popyetuku. Mos. 肝臓．
Popijka,あるいは popijkye. （動）沸騰する，─！ popijkye! 沸いた！沸いた！ 沸かす．

Vakhka ─, 湯を沸かす．
Pópiri. （名）トドの子．
Popkye-kina. Mos. 植物の名．
Popor. Kl. Kam. 水の泡（pōhpōr）．
Popu ambi. Dav. 熱湯， Popu-an-bye. Mos. 煮えたぎっている湯．
Pop あるいは bop. Mos. 沸騰する（湯が），煮える，波立つ．

5840 Pop-kye. Mos. ⇒ shiri, 暖かい，暖かさ，暑さ（熱）（bopkye⽛ポプケ(17)⽜とも言う）．
Póryeriv. （名）エゾライチョウ．
Pópia-kinà. （名）白っぽい葉をもつ草（非食用）．
Porò. （形）大きい． ─ makíri, ⇒ inásaku. ─ Kl. Kam. Lang. Mat. S. Sakh. ─ Dav.

物が大きい． Mos. 大きい．
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Porò-ajno. Dav. 巨人． Mos.

─ ambi. Dav. 大きい．

─ an tomári. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の東方 2.5 露里の日本人とアイヌ

の混住の村．

─ apftu. Dav. 大雨． Poro-apto. Mos. 豪雨，土砂降り．

─ askibits. Kl. Sakh. 親指． Dav. 大きい指，親指， Mos.（ポロアシキベツ） poro-

askibyets, 親指（手の）．

─ gani. Dav. あまりに．

5850 ─ yendu. （地 Shm）ナヤッシ（Nayassi, Наясси）の南方にある岬．

─ kashiu. Mos. 本当に（正真正銘の）大きい， ⇒ kashiu（ポロカシユ）．

─ kotan. （地 Shm） ⇒ Pilyevo, クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にあるアイヌの

村．

─ kuso. （形）あばたのある，日本語の単語．

─ kutu. 熊 の 根（芯 だ け）；大 き な 傘 状 の 花 を つ け る 人 の 背 丈 を こ え る 草

（Angelophyllum ursinum Rupr⽛エゾニュウ⽜） Gl.

─ mukkanini. Dav. 棍棒． N： ⇒ muvkanye-ni

─ musir. Kr. （地）⚒番目のクリルの島（Póromusir）．

─ naj. （地） ⚑．シュ（Syu, Сю）川は，地図で誤って Boronaj あるいは Poronaj（つ

まり⽛大きい川⽜）と呼ばれている，． ⚒．アイヌの村のあるマヌヤ（Manuya, Мануя）

の南方 20 露里にある川．

─ nájbo. （名）（地）ポロナイ（Poronaj, Поронай）川付近のマヌヤ（Manuya, Мануя）

の南方 20 露里にあるアイヌの村．

─ nájpo. （地）Br. あるいは─ nájpu, カルサコフ（Karsakov, Карсаков）哨所の西方

46 露里にあるアイヌと日本人の混住の村． Shm. エビシ（Ebisi, Эбиси）の南方にあ

る小川．

─ ʼ ni. （名）棺．

5860 ─ nno. Dav. より多く． Mos. 大きい，広く行き渡った（複数形をつくるはたらき

をする），多くの，とても，高度に

─ ajno ogaj. Dav. 人々．

─ bopf. Dav. 沸騰する．

─ buri. Dav. 火山．
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Poronno-iguva. Dav. 十分に，かなり， Nem. tabakka, poronno iguva.

─ ironni. Dav. より太い（厚い）． Pf. とても太い（厚い）

─ itaki. Dav. 増大する． N：Pf.によると，多く話す．

─ kusha. Dav. 積み換える．

─ munashino. Dav. より早く． Pf. poronno tunashino, とても早く．

─ piruka. Dav. より良い． Pf. とても良い．

5870 ─ riiva. Dav. とても高く， ⇒ va； Pf.によると，ある物がとても高いところにあ

るのに．

─ tsyronnop. Dav. 獣（複数）．

─ shomaki ponno shomaki. Dav. ちょうどよい時に，釣り合って， ⇒ somo.

─ ebiguru. Dav. 大食漢．

─ ebiri. Dav. 食べさせる， Fr.(18) porono ipyerye の歪められた言い回し．

─ no. （副）たくさん． Pa porono an, 多くの煙．

─ núburi. （地）字義通りは，大きな山；クスンコタン（Kusunkotan, Кусункотанъ）に

近い南サハリン山脈の中程にある；その頂上に大きな湖がある．

─ nuf. （地）Gl. ナイブチ（Najbuchi, Найбучи）川沿いの村．

─ n arakà, yúfkyeno arakà と も 言 う，重 い 病 気．チ ヴ ォ カ ン ケ（Chivokankye,

Чивоканке）は poron という語を排して，porò-arakà という．

─ pyetùn kotan. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）哨所の東方 52 露里にある現

在のムラヴィヨフ（Muravʼyov, Муравьёв）哨所の地で，ポロペフナイ（Poropyekhnaj,

Поропехнай）川付近の，今はないアイヌの村．

─ pyekhnàj. （地） ⇒ poropyetun-kotàn.

─ ryejra. Mos. 嵐（字義通りは：大風）．

─ ryera. Dav. 大きな風，嵐．

5880 ─ rubyésʼpo. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）に注ぐ大きめの小川

─ tauro. （地 Shm）ナヤッシ（Nayassi, Наясси）の南方にある湖．

─ tomari. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 101 露里にあるアイヌと日本人の

混住の村． Shm. ⚑．クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある湾． ⚒．ヴェンドゥ

ヴェサン（Vyendvyesan, Вендвесан）の南方にある湾．

Porogo. Pal. 偉大に，大きく． Porogò, 大きい． Kr. （porogo）. Lang. Kam.
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Poroka-dyeryekye. Mos. エビ．

Poròkh. （名）特別な種類のアザラシ．

Portakaru. Dav. 閉める．

Poru. Kl. Kam. 洞穴（Höhle），穴（pōrŭh）

Porugur. Kl. Kam. 年齢，老齢．

Posò, ～を通して； 通りぬけていく：風が入る． Tryera ─, 風が入る．

5890 ─ ínkara,あるいは opóso ínkara, （指の間を）通して見る（見て見ぬふりをする）

─ rye あるいは─ ry. Dav. 突き刺す． Posori. Mos. 殺す．

─ tryera, すきま風．

Posʼ. （名）麻布，中国産綿布，カンバス．（形）麻布の．

─ ka, 麻糸．

─ kuchà, 天幕．

─ trukum, 布切れ，切れ端．

─ chichàj, 布切れ．

Posyak guru. Dav. 子供のいない， ⇒ posakh（Pf. po-sha-ku-guru）．

Potan. （名）ボタン，日本語の単語．

Pofurajgi. Dav. 汗． Pofurajgi, 汗． Kl. Sakh. Pf.によると，bopu-rajkye（bopu⽛沸

き立つ，沸騰する⽜と rajkye⽛殺す，抑える⽜から．）の代わりの表現

─ gyedokf. Dav. よく汗をかく，Pf.によると，bopurajkye gyetuku, 汗を出す．

Pókhkye, 熱い，熱く，暑い，暑く． ─ tishyè, 暑い百姓家．

5900 Pókhko. （名）カッコウ．

Pókhna. （形）下方の．

─ kotàn,あるいは─ sirì. （名）アイヌの死後の住処； 彼らの天国と地獄．

─ tsyàpusʼ, 下唇．

Pókhpye. （名）汗， ⇒ nupókhnyet.

Pókhte. （動）煮立てる． Tujno ─, 長く煮立てる．

Pokh. （動）沸騰する． Su ─, 釜が煮立っている． Pt. ブヨ．

Póchi. （動）押しつぶす，つぶす（マッチ箱を）．

Po-shaku-guru. Mos. 子供のいない人．

Psye. Kr. Pal. 腹． Kl. Kam. 嚢，胃．

Psyéyachingychu (psyeyachingychu). Kr. 嚢．

Psi. Dav. 胃の嚢．

Pcikut. Kl. Kam. 喉頭．
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5910 Pu. （名）アイヌが魚を干すために使った納屋（⚔本の小さな柱の上に立つ）；回数の数え

方（日本人によって導入された）： snye ─, tu ─, trye ─, ⚑回，⚒回，⚓回； ア

イヌ語で suj（回）； 倉庫． Mos. pû, 貯蔵所（日本語で ka-fu あるいは fu，中国語

からの借用）．

─ ashin minogo. Dav. 出産したばかりの女性．

─ go. Lapyer. 百姓家あるいは家．

─ gusha. Dav. ラムソン（ミチマイ（Michmaj, Мичмай）島で）．

Puda. Kl. Sakh. 屋根． Dav. Mos. ふた．

Puj. （名）穴，孔，管． Mos. 割れ目，穴（buj とも言う）．

─ gye, 斧の穴（斧の柄のための）．

─ jókhkye. （名）ユルタ（家）の屋根の割れ目をふさぐ板．

─ pirika kyem（あるいは ogóntoye pírika kyem）, 大きな針穴のついた針．

Pújyara. （名）窓．

5920 ─ káni, ガラス．

─ tarákhki. （名）窓のカーテン．

Puka. Mos. 北．

Pukì. （名）毛皮． Ita ─, ふいご．

Púkuru. （名）包み，覆い（tekhpo ─, 銃の覆い）．

─ karà. （動）包む，巻く，束をつくる．

Pukusa. Mos. 植物の名．

Púma. （名）支払い，賃金．

─ kóntekhyemaka, 支払った，勘定を済ませた．

Púmat. Kr. 少女． Pal. 乙女．

5930 Pumma attiva idun. Dav. 雇う，Pf.によると，おそらく bunma attye-va itun, 彼を離乳

させるために米が持ってこられたときに．

Púmpu. Kr. 少年． Pal. 子供．

Púni. Kl. Kam. 受け取る．

Punì. （動）持ち上げる． Gímpakh putʼ siri-kat orova（あるいは gorokh orova）punì

easʼkaj khyetanyea? お前は何プード持ち上げられるか？

Púnki. （名）番人，歩哨． Pu ─, 倉庫の番人．

─ karà. （動）歩哨に立つ，番をする．
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Púri. （名）態度（人に対する），性格，習慣，癖； ⇒ ájnu púri

─ vyen. （形）乱暴な，人に対する態度が乱暴な．

─ epírika. （形）人に対する態度が良い．

Purukyesàn. （動）波立っている，増水した（雨後の川について）．

5940 Pusà, 複数形は pusagà，tryegutúmbye⽛襟巻，革製の首飾り⽜の総（ふさ），縁にそって

ビーズが縫い付けられた総（帽子には，gákhka pusagà）

Pusì. （動）突き刺す（貫いて），開ける（穴を），くり抜く． Mos. タフタ製の管の中の

竹の棒．

Púste. （名）肺（単数），肺（複数）．

Pus. Kl. Kam. 矢筒，箙（えびら）（pūhs）．

Pusʼkáka. （名）matúmyeri（⚔本の指のための部分）と truyè-múmpye（親指のための部

分）の間のミトンの穴を覆うもの．

Putà. （名）ふた，覆い，豚． Mos. ふた（日本語の単語 futa⽛ふた⽜から）； puda と

も言う．

─ gà. （名）ふた（長持の）．

─ kamúrye, ふたをする．

─ putà. （形）（あごひげが）幅広い．

─ putà tekh korò ájnu, 幅の広いひげ（顎と頬の）の人．

Putokyesʼ. （名）間隔．

5950 Putʼ. （名）プード(19)．

Puu. Dav. ⚑．納屋． ⚒．物置．⽛二つ並べた u は uu に最も近い発音をすることを

意味するが，実際のこの音を完全に書き表すことは不可能である⽜．

Puf-sisʼ, ⇒ épusisʼ.

Púyur. Kr. 扉．

Púyara. （名）窓． Puyari. Dav. 小窓．

Pfta. Kl. Sakh. 屋根． Dav. ふた． N： ⇒ puta.

Pshamgar. （地 Shm）北サハリンの内陸部のトモ（Tomò, Томò）川の北方にある山，⽛夏

でも雪に覆われている⽜，日本語で vakaz.

Pshi. Kl. Sakh. 胃． Dav. 胃， ⇒ pisye.
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R.
R. アイヌ語の字母 17 番目の文字．

Ra, ⇒ trápu. Mos.（ro, ru, rye, ri） ①動詞の語幹末で transitivum を表したり，尊敬

動詞をつくるために使用されたりする小詞；②おもに命令法および potentialis（可能

法）を示すはたらきをする；③形容詞的，副詞的な意味の単語と結びついて，それら

の意味を強めたり変えたりし，ときにそれらの単語を動詞に変える；④名詞の意味を

強める．

（名）茎，芯（植物の），幹（植物の）（この語は花あるいは根菜の名に付け加えられる）．

Rabishyei. Mos. 貝の名．

Rabushini. Mos. 木の名

Ragaan. Dav. 利益． Mos. ragaan あるいは rakaan, 儲け，利益，利潤，（賭け事で

の）勝ち．

Ragotsunye-an. Pf. たくさんの． Mos. 多くの，種々の．

5960 Raj. Kl. Sakh. 死； 死にかけている， ⇒ traj. Dav. 死んでいる； 死ぬ； 死，

Mos. 死にかけている．

─ gi. Mos. 殺す， rajkye とも言う． Raigi. Dav. 殺す； 殺害．

─ gi-yakka. Dav. 殺す．

─ gishti. Dav. けちな．

─ guru. Mos. 死んでいる． Raiguru. Dav. 死者．

─ guru korats. Mos. 忌まわしい，醜悪な． Raj guru kurats. Dav. 卑劣な．

─ guru toi tomu omari. Dav. 人を葬る．

─ guru shyui. Dav. 墓，墓地．

─ ki. （動）のどの渇きをおぼえる． Vakhka ─, 水が飲みたい．

─ kivi. Dav. 死体，Pf によると，raj gyeue 死んだような様子．

5970 ─ korats. Mos. やっと，かろうじて． Raj kurats. Dav. 無理やりに，やっと． N：

死人のように．

─ kuratsyokf. Dav. くっついている，歪曲された言い回し． Nem. kleben.
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Raj-muni. Mos. 枯れた，あるいは腐った植物（複数）．
─ ninu khyeshi. Dav. （鳥，動物などが）ぴーぴー鳴く． N： raj-unyejno-khyesye.
─ tsísʼka. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の北方 46 露里にある村．
Rajkò. （名）石鹸， 日本語の単語．
Raiua. Kr. 濡れた．
Rakka. Mos. （ラツカ），川の浅く流れの速い箇所．
Rakkye. Mos. （ラツケ），つけ加えて言う，知らせる．
Rakko. Mos. ラッコ（単数），日本語の単語．
Rakkù. Kr. ラッコ（複数）． Raku. Kl. Sakh. Lang. S. Sakh. ビーバー．
Raknumà. （地）（あるいは Trakhmakà），クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 97 露里

にあるアイヌと日本人の混住の村．
5980 Ràku. Dav. ラッコ（単数）． Mos. きれいな，透き通った．

Ramato. Mos. 十二支の⚓番目．
Ramatsi piruka. Dav. 寛大な．
Ramats. Dav. 胸の内，魂，Pf.によると，ramu⽛心，胸の内，魂⽜と ats⽛命中する⽜か

ら成り立っており，したがって，⽛魂を労わる者である⽜(20) を意味する
─ saku guru. Dav. 冷淡な．
Ramatsy sakpi. Dav. 冷淡な， ⇒ tramakh-sakh； Pf.によると，ramatsi-shaku-bye,

命のない生き物（被造物）．
Rambashikoru. Mos. 穏やかな，満足している．
Rambye. Pf. 心（複合語 shirambyerurye から）．
Rambyekamamu. Mos. 悲しい，沈んだ．
Rambikanu. Dav. 静けさ．

5990 Ramyejoma. Mos. 満腹している．
Ramyepakari. Mos. 判断を下す，判断する，決める．
Ramyetoku. Mos. 儲け，利益．
Ramma あるいは ranma. Mos. （ランマ），いつも．
Rammaga あるいは ranmaga. Mos. いつも．
Rammaga iguni ushi guru. Dav. 病弱な．
Rammaga moiri. Dav. の ろ ま な，Pf. に よ る と，rammaga＝ranma, い つ も，一 方

moiri＝moiryetaka.
Rammaki ksíòogaj. Dav. 絶え間なく．
Ramokóvpye. （名）魚の膵臓（脾臓？(21)）
Ramo kokamba. Dav. 気の毒だ．

6000 Ramorop. Kl. Kam. 実，穀物（rāhmŏrŏp）
Ramoshima. Mos. 知っている，分かる．
Rampotararye. Mos. 下手である，未熟である．
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Ramram. Dav. 鱗， ⇒ trantram.

Ramu. Mos. 精神，胸の内，心，性格．

─ an. Mos. 知っている，分かる．

─ gajta. Mos. 未知の，知られていない．

─ gajta ano. Mos. 意識がなく，思わず，不明だ． ─ nubye taban guni, 思わず涙が

出る．

─ gajtarye. Mos. 全く知られていない確信に反して，説得に逆らって，意識に反して

─ ikashtye. Mos. 退屈する； 気が進まない，いまいましく思う．

6010 ─ ishama. Dav. 気違いじみた． Mos. 愚かな，分別のない．

─ kambarye. Mos. 予想に反して．

─ otyekkyen. Mos. 気質，性格，傾向．

─ piruka. Mos. 陽気な（字義通りは，良い分別の）

─ pirukari. Dav. 慰める． Mos. ～を陽気にする（ramu-pirukarye とも言う）．

─ rakkye. Mos. 平穏無事，幸福，健康．

─ ratskinoogaj. Dav. 素晴らしい，健康に．

─ ryedyenno. Mos. 楽しく，機敏に，勇ましく．

─ ryedyen. Mos. 陽気な，機敏な，勇ましい．

─ rityen. Mos. 陽気な，機敏な，勇ましい．

─ ru. Dav. 腸（複数）．

6020 ─ topki. Dav. 蚊， ⇒ tramuyukhkye.

─ tuj. Mos. 怯える，恐怖を感じる（字義通りは，心を引き裂くこと）．

─ tujba. Mos. 怖がらせる，恐怖を感じる（⇒ ba），不意におどかす．

─ tsiri. Mos. 疲れ果てている，肺病にかかっている，やせる，衰弱する，悲しむ．

─ shiroma. Dav. ⚑．丁寧な（原文では．ramutiroma）． ⚒．大人しい． Mos. 注

意深い，丁重な，穏やかな，我慢強い（ラムシロマ）．

Ramuj-ishama. Dav. 気が狂う．

─ ishama guru. Dav. ⚑．理解できない． ⚒．ばか女． ⚓．ばか．

─ murino. Dav. 恒常性．

─ murino ogaj guru. Dav. いつもの．

─ ringajni. Dav. 期待する．
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6030 Ramuj-yuma. Kl. Sakh. 満腹している． Ramui yuma. Dav. 満腹している， ⇒

ramyejoma.

Ramutùr. Kr. 胸．

Ram. Fyur. 心，魂．

Ranboki-uen. Mos. 厳しい，冷酷な，無慈悲な．

Rangi,あるいは rankye, 並べる，積み上げる，下ろす．

Rankye, ⇒ tránkye. Mos. ばらばらに，少しずつ，一つずつ（？）（数詞と結びつく）；

～から並べる，積み上げる，下ろす．

Rankye-baruka. Mos. 火除け（ein Feuerdach）？(22)

Ranko. Mos. 茶色の木，肉桂．

Ranma および ranmaga, ⇒ ramma および rammaga.

Ranno. Mos. 落ちる，流れ落ちる．

Rannuma. Mos. 眉（複数）（raru-numa, 眉毛の代わり），眉毛．

Ranu. Mos. 落ちる，流れ落ちる，ran-nu の代わりの ran から．

Ranuva. Dav. 流れる， ⇒ va.

6040 Ran. Mos. 落ちる，流れ落ちる．

Ra-okuru. Mos. 低い海岸．

Ra-otsi. Mos. 虹， ravotsi, ravots（ラヲチ）とも言う．

Rapp. Mos. 翼（鳥の），矢羽（ラツプ），若いビーバー（ラツプ）．

─ chuppkye. Mos. 白い縞のある甲虫（字義通りは：羽の陰）．（ラツプチュウプケ），

rapp-chu-up-kye, 白い斑点のある甲虫．

Rapf. Kl. Sakh. 羽．

Raptsiepkye. Mos. （ラプチエフケ），白い斑点のある甲虫．

Rap. Mos. 鳥の翼

Rap-rap. Mos. （ラフラフ），胸．

Rára, ⇒ trára. Lang. Kur. 風（rāhrā）．

Raraku. Dav. つるつるする， ⇒ trara.

6050 Rarakf. Dav. 足をすべらす．

Raru. Dav. 眉（複数）； 潜る． Mos. 眉（複数）．

Rarumani あるいは tarumani. Mos. オンコ，香となるビャクシンの類

Rarupyesisko-nuburi. Gl. 泥灰岩の山， ⇒ 次の語．
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Rarupyessísko, （おそらく）trarúteskye という語の歪曲，シュミット（Shmidt, Шмидт）

によると，ヌブリポ（Nuburipo, Нубурипо）村の近くにある山．アイヌは rarupyes-

sisko という語を解しない．

Raru-uturu. Mos. 眉間．

Rarutskapf. Dav. 潜水ガモ（原文では．raruikapf）．

Rar. Pal. Kl. Kam. （rahr），眉（複数）．

Rasampì. Kr. ネズミを捕る猛禽（鳥）．

Rasʼ. （名）かけら，くず（sitò ─, パン屑），ぼろきれ（khúsʼko imì ─）．

Ratchagu. Mos. ランプ．

Ratchako. Mos. ランプ（日本語の rosoku,あるいは rassoku⽛ろうそく⽜から），灯火，

（日本語の（ラツシヨク）rassioku⽛ろうそく⽜から）．

Ratchitara. Mos. 最終判決，決定（rattsitara とも言う）． ─ kyeutûmu an-koro kushu

ne, 彼らは定住する考えをもっているのに．

6060 Rauampich. Lang. Kur. 30．

Raubiga. Dav. 秘密，Pf.によると，おそらく raubyeka⽛低い場所⽜（rau⽛下に⽜と小詞

bye, ka から），ya-bye-ka⽛小高い土地⽜のように．

─ ki. Dav. 秘密にしておく．

Raugyebyenitoj. Dav. 泥土，Pf.によると，raukye-bye-nye-toj⽛もっとも底の水底の土⽜，

（raukye⽛底にある⽜，bye⽛水⽜，小詞 nye および toj⽛土⽜から）

Rauda. Dav. 底． Mos. 底，奥．

Raukye. Mos. 底，奥．

─ bye-nye-toj. Mos. 水底にある土，泥土，軟泥．

Raunibye. Mos. タラくらいの大きさでの鱗のない赤い魚の名．

Raunipyè. Kr. トゲウオ

Rausi. Mos. エビのわた．

Ráuta, ⇒ tráuta. Mos. 下に； 底，奥（rauda とも言う）．

Raushimari. Dav. 沈む． Raushimarye. Mos. 沈む，浸る，Pf.によると，rau⽛底⽜お

よび shimarye（sikamarye の省略形⽛隠されている⽜）から．

Rakhkò, ⇒ trakhkò.

Rakh. Lang. Kur. ⚓．
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Rachagu. Dav. 燈明．

6070 Rashiupa-nisi-kotsu. Mos. （ラシユパニシコツ），楡．

Rayunchi. Kl. Kam. 虹．

Rye, ⇒ trye. Mos. gyê, rye, ⚓； 動詞に付いて te に代わる小詞（方言では，同じ

く ri および ru）；小詞，意味については， ⇒ ra； 名前．

Ryeba. Mos. 綿花；出かける，歩き回る．

Ryeba-tush. Mos. （レバツ゚シ），魚を獲るために使われるフォーク状のものにつけられ

ている縄．

Ryebye. Mos. 入江，海，ryepkye とも言う．

─ rokkamuj. Mos. 海の神あるいは神々，字義通りは：海に立っている神．

─ rosh kamuj. Mos. 海のそばに立っている神々．

Ryebun. Mos. ryefun とも言う，海あるいは入江へ行く．

─ kamoj. Mos. 竜神，字義通りは：湾を歩いていく神， ryefun-kamoj とも言う．

6080 Ryevyè. （動）指を折り曲げる（mómpye ryevyè）．（同）yuko-tábu.

Ryevi. Dav. 深くお辞儀をする．

─ va oman. Dav. 這う， ⇒ ryevye および va.

Rye gots. Mos. 60．

Ryegudz. Dav. ─ kiru. Dav. 首を回す．

Ryegutsi. Kl. Sakh. 首． Mos. （ryekutsi とも言う），首，うなじ．

Ryegutsy. Dav. 喉．

─ mo. Dav. （ryegutsimo とも言う），口をきけぬ．

─ numba. Dav. 圧し殺す．

─ tuibayea. Dav. 頭を切り取る．

Ryedatsiri. Dav. ハクチョウ．

Ryedyenno. Mos. きれいである，清らかである，澄んでいる．

6090 Ryedyen. Mos. きれいな，清らかな，澄んだ． rityen とも言う．

Ryedonukarpye. Kl. Kam. 温泉．

Ryeyepichʼ íkasmua. Kr. 13．

Ryejra. Mos. 風．

Ryejta. （数）⚓回． Na ryéjta anchiki-vampye, あと⚓つあれば 10 になるのに．

Ryekvi. Stral. ひげ（顎と頬の）．

Ryéki, ⇒ tryeki. Mos. ひげ（顎と頬の）．
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Ryeki-ryeki. Mos. 謎．

Ryekudshian. Mos. （レクジヤン），首の閉塞，首の炎症．

Ryekutúmbye, ⇒ tryekutúmbye.

Ryekut. Kl. Kam. 首．

Ryekùf, ⇒ tryekùf.

Ryekutsi-numba. Mos. 首を締めつける，締め殺す．

6100 Ryekutsi tujba. Mos. 首を切り取る，首を切り落とす．

Ryeni. Lang. S. Sakh. 個数詞の⚓． Ryê-ni. Mos. ⚓人の人，⚓人．

Ryenka. Mos. 人のよさ，好意，タフタ織りの煙管の柄．

Ryenka-inye. Mos. 依頼，信頼； 従う，言いなりになる； 依頼がある（人）．

Ryennino. Dav. 平静，平穏， ⇒ tryenʼnino； Pf.によると，おそらく ryen⽛浮かんで

いる，軽い⽜と小詞 nye, no から．

Ryen. Mos. 浮かんでいる，うつろいやすい，変わりやすい， v krit. 軽い．

Ryenʼgaini karu kuyakus. Dav. 束縛． N：歪められた言い回し；望み通りにできない．

Ryénʼka および ryenʼkájne, ⇒ tryénʼka および tryenʼkájne. Kvani ryenʼkajne inʼkojki

ampye ka khanne, 私の望みに反して，私には与えられなかった．

Rye-pye. Mos. 個数詞の⚓（レペ）； 名（レヘ）．

Ryepkye. Mos. 入江，海．

Ryepta. Mos. 入江，海，湾； ripta とも言う．

6110 ─ kamuj. Mos. ロック・ビートル（甲虫の一種）．

Ryeppu. Mos. 個数詞の⚓．

─ ikashima vanbye (vanbi). Mos. 個数詞の 13．

Ryepp. Mos. 個数詞の⚓．

Ryepp ikashima vanbye. Mos. 個数詞の 13．

Ryeptutanta. Dav. ⚓番目の．

Ryepu. Lang. Mat. （reepu），個数詞の⚓．

─ igashima vambi. Dav. 個数詞の 13．

─ igashima khots. Dav. 個数詞の 23．

Ryepf, 個 数 詞 の ⚓． Lang. S. Sakh. Kl. Sakh. Balʼb. Kam. ─ Kur. Mat. Dav.

Mos.

Ryep. Kr. 個数詞の⚓． Lang. Kam. Kl. Kam. （räph），個数詞の⚓． Pal. 牛乳．

Mos. 個数詞の⚓．
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Ryéra. Lang. S. Sakh. Kl. Kam. （rähra）． Sakh. Mat. 風， ⇒ tryéra. （動）交換

する． Mos. Dav. 風． Ryeraj. Mos. 風．

Ryeraj-aba-maka. Mos. 太陽あるいは月のまわりの明るい輪， 字義通りは：風が扉を

開く．

Ryera-oki. Mos. 鳥の名．

Ryerar. Kl. Kam. 胸．

Ryesiba. Mos. 食物を与える，食べさせる．

6120 Ryesika. Mos. 食物を与える，食べさせる，育てる．

Ryéskye, ⇒ tryéskye.

Ryesujrye（räsŭirêh）． Kl. Kam. ⚓回．

Ryetagounyep（rätagâunĕp）. Kl. Kam. 白い．

Ryétanoo. Kr. Lang. Kam. 白い(23)． Pal. 白く

Ryetaru. Mos. 白い，ryetari とも言う． ─ tukari. Mos. 白いアザラシ．

Ryetaru-noya. Mos. ヨモギ，ニガヨモギ．

Ryetatkor. Kr. 大きなフイリアザラシ，アザラシ．

Ryetatsiri. Mos. ハクチョウ（字義通りは：白い鳥，ryetaru-tsiri の省略形）．

Ryetutanta. Mos. ⚓番目の．

Ryeuampyè. Kr. Lang. Kam. 個数詞 30．

Ryeugi. Dav. 折り曲げる． Ryeugi. Mos. 曲がる，歪む．

Ryeuye (ryevye), Mos. （⽛ほぼ rye-vye のように⽜），這っていく； ryeui とも言う．

6130 Ryéukye (ryévkye). ⇒ tryéukye. Mos. ryeukye, 曲がった； 歪む，曲がる； 裸の

身体，素裸．

Ryéusi, ⇒ tréusi.

Ryeushi. Dav. 宿泊する． Mos. （レウシ），泊まる，夜を過ごす，（乗り物で）立ち寄

る，（徒歩で）立ち寄る．

Ryefottsu. Stral. 個数詞 60．

Ryefun-guru. Mos. 満州の住人．

Ryefun-shiri. Mos. （レフンシリ），アイヌの島の名．

Ryekhotsʼ. Dav. 個数詞 60．

Ryekh, ⇒ tryekh.

Ryetsb,あるいは ryetsf. Kr. Mats. Balʼb. Sakh. 個数詞⚓．

Ryeshari tomu koru. Dav. 白色．

Ryeshinyevanye(o) gots. Mos. ryeshinyevano khots. Dav. 個数詞 600．
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Ri. Lang. Mat. 高い． Mos. ⇒ rye および te； 小詞，意味については⇒ ra； 他

動詞を作る小詞および強調の小詞； 名（rye とも言う）； ri あるいは rî, 高い（rii

とも言う）； 個数詞の⚓（rye とも言う）．

Rià, ⇒ trià

6140 Riakko. Kl. Kam. ビーバー．

Ria-tomári. （地）カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 88 露里にあるアイヌと日本

人の混住の村．

Rîbuyara. Mos. 屋根あるいは天井の窓，rî⽛高い⽜から．

Rigyeruyeva（rihärujewa）． Lang. Kur. 高い， Kl. Kam. Rigyeruyevu, 高い．

Rygi. Dav. ひげ（顎と頬の）． Rigi. Mos. ひげ（顎と頬の）．

Rigots. Mos. 個数詞の 60，ryegots とも言う．

Rigurumbuyari. Dav. 家の煙突，Pf.によると，おそらく rikop-un-buyara, 家の窓；

私見では，おそらく： ri-koro(guru) buyara（un buyara とも言う）．

Rigutsy. Dav. 首． Mos. rigutsi, 首（ryekutsi とも言う）．

─ numba. Dav. 締めつける，締め殺す．

Rii. Dav. 名． Mos. 高い，そびえ立つ．

─ va. Lang. S. Sakh. 高い． Dav. 高く，高いところに． Mos. それが高いところ

にあれば，何かが高いところにあれば

─ oman. Dav. 這って入り込む．

─ raam. Dav. ざらざらしている．

─ shiri. Mos. アイヌの島の名，字義通りは；高い土地．

6150 Riikar (rîikar). Kl. Kam. 長い．

Ríka. Kr. 鯨（複数）．（名）鯨（単数）， ⇒ ámpye-ríka.

Rika-nishats. Mos. （リカニシヤツ），夜明け．

Ríkanua. Kr. 湿った．

Rikan. Mos. 押す，圧迫する．

Rikyen. Mos. 引っ張って伸ばす，伸ばす．

Riki. Dav. 口髭． Mos. 高さ（天空）． Riki あるいは rigi. Mos. ひげ（顎と頬の）

（ryeki とも言う）．

─ ani. Mos. 空中に漂っている，ぶら下がっている物； ryeya の一種（rajny）

Rikingi. Dav. 少し持ち上げる． Rikingi. Mos. 高くする，持ち上げる（rikinkye と

も言う）．

Rikinno. Mos. 登る（⇒ no）．
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Ríkinchir. Kr. ヒバリ（複数）． Rikintsiri. Mos. ヒバリ（単数），字義通りは：昇っ

ていく鳥．

6160 Rikin, ⇒ trikin. Mos. 登る，昇る．

─ guni. Mos. 登ったので，あるいは登ったのに．

Rikipani. Mos. 架かっている梁（桁）．

Rikita. Kl. Mats. 空． Dav. ⚑．上に． ⚒．上方へ． ⚓．外で． Mos. 高いところ

で，上方に； 空． ─ ama. Mos. 上へ（立てて）置く，（横にして）置く．

Rikon-kamoj. Mos. 犬くらいの大きさで，ダマシカに似た動物の名；カラフト方言の単

語．

Rikopp. Mos. 家（元々は），星，星座．

Rikop. Mos. 家． Rikop ichata. Mos. （rikop icha とも言う），家で，家の中で．

Rikop-makkoj-irokku. Mos. （リコフマツコイイロツク）， 流星．

Rikopʼ. Pal. 星．

Ríkorokosa. ─ Góni ríkorokosa syetà, 痩せた犬．（同）chyekhtrájki syetà.

Rikta. Fyur. 空．

Rikun, ⇒ trikun.

Rimisye. Mos. 跳ぶ，跳ねる．

Rímpio. ⇒ trímpio.

Rimusye. Mos. 跳ぶ，跳ねる．

Ringajnyu. Dav. おそらく～だろう．

6170 Rinkoshanu. Mos. 響く，音を出す．

Rionaj. （地 Shm）Tionaj とも言う．

Riri. Dav. さざ波． Mos. うねり（水の）．

Rísara. （動）抜け落ちる（髪の毛が），変色する．（形）毛のない，禿の． Rísara núburi,

木のない山，禿山． Rísara syetà, 禿のある犬．

Risyè, ⇒ trisyè.

Rísʼpa. （動） ⇒ trísʼpa.

Rísʼpta. （副）上方に，上で．（形）上の．

─ amà, 上に（棚に）置く．

─ ikì, 上に飛び立った（鳥が）．

─ kamùj, 空の神（kánna-kamùj とは異なる）．
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Rísʼta-kamuj gum. Pt. 雷．

─ kanye! （省略形で rísʼtakan），もっと高く！ もっと上に上げろ！

Rítara. （名）床．

Rityen. Mos. きれいな，明るい，透き通った．

─ amamu. Mos. キビ（複数）の一種の名

6180 ─ muni. Mos. スゲ属の植物に似た細い植物の名．

Ritta ani（rikita ani の代わり）． Mos. 持ち上げる，高くする．

Rit（rith）． Kl. Kam. 血管，腱．

Ríuka (rívka), ⇒ tríuka. （地）ナイブチ（Hajbuchi, Найбучи）河畔のアイヌの村．

Riushi. Mos. 泊まる，一夜を過ごす，ryeushi とも言う．

Ritsi. Kl. Sakh. 血管，腱． Mos. （ritsi あるいは ritsu），腱，血管．

Ritsu. Mos. 腱，とくに大きな血管（リツ）．

Ritsy. Dav. 血管，腱．

─ nishshi. Dav. 痙攣（けいれん）． N：字義通りは．硬くなった血管，腱．

Ri-shiri. Mos. アイヌの島の名，字義通りは：高い土地．

Riya. Mos. 数年あるいは一定の期間暮らす．

Riyariva. Dav. 貯え．

Ro. Mos. Potentialis（可能法）の意味を持つ能動の動詞を作るはたらきをする小詞 ⇒

ra. ro は前置詞 kye とともに，前置詞と同じ意義を持ち，⽛状態⽜を意味する結合をつ

くる．

6190 Robunbye. Mos. 褒美，忠実．

Reobushi. Dav. 厳寒．

Rovi. Dav. 弓形に曲げる．

Roganni (rōhganni). Kl. Kam. 座っている．

Rogu. Kl. Sakh. 樹脂． Rogu. Dav. 樹脂．

Rokye. Mos. ～で，～に関して，～について， ⇒ ro および kye.

Roku. Kl. Sakh. 座っている． Dav. 座っている． Pf. 立っている，滞在する．

─ tye. Pf. 置く．

Rokf. Dav. ⚑．座ってください！ ⚒．座る．

Ronno, ronnu あるいは ron. Mos. 殺す．
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6200 Ronronkye. Mos. 身体の震え，悪寒．
Roogachi tsysi karu guru. Dav. 男の相続人，女の相続人； Nem. roogagi tsisi koru
guru.

Ropu. Dav. 氷．
Roro Mos. （名）炉（日本語の ro あるいは irori から），部屋の真ん中にある炉．
Roroishio. Mos. （ロロイシヨ），部屋の真ん中にある炉，shio⽛座っていること，場所⽜

から．
Rororo（ロロロ）． Mos. 部屋の真ん中にある炉．
Rorunbye. Mos. 悲しみ，悲嘆； 贈り物，褒美（前の意味から；先祖達が悲しい時に贈

り物をしていたから）
Rorunbyebye. Mos. 罪．
Rorun-buyara. Mos. 歪んだ（斜めの）窓．
Roski yearasyugà. Kr. 私たちは立っている（yearasyu ga）．
Rosoku. Dav. （⽛日本語の単語⽜），ろうそく． Mos. ろうそく，日本語の単語．（ロウ

ソク）．
6210 Rósugu. （名）ろうそく．

─ ka. （名）芯（ろうそくの）．
Rokhsye, ⇒ trókhsye.
Roshkye. Mos. 立っている，起き上がる（倒れた者が）； rosh, rotsu（ロツ）とも言う．
Roshki. Kl. Sakh. 立っている． Dav. 立つ． Mos. 立っている，起き上がる（rosh-

kye とも言う）．
Ru, ⇒ tru. （名）道，道路． Toj ─, 夏の道，小道，髪の毛（複数），（頭の）毛（単

数）． Kr. 道路． Kl. Kam. 道（rūh），毛（単数）（ruh）． Mos. 道（日本語の ro
から）， ⇒ rye および te, ⇒ ra.

─ karà, 道路を敷く．
─ chuf, ⚑月（trúchuf とも言う）．
Ruakkyembye（ルアツケンベ），手の親指．
Ruanbye. Mos. 雨，字義通りは：道にある水．
─ ryejra. Mos. 雨風．
Rúbbusʼ, ⇒ trúbbusʼ.
Rubushi. Dav. 凍る． Mos. 凍る，凍結する； 厳寒．
─ ambi. Dav. 凍った．
─ varu. Dav. 解けた，Pf によると，次を意味するらしい：氷が砕かれる（varu は日本

語で⽛割る⽜の意味）．
Ruvabu. Dav. ノウサギ．
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Ruvyè, あるいは ruyè, および ruye-kinà, ⇒ truvyè.

6220 Ruvo. Mos. 鋳型．

Ruga. Dav. 橋．

Rugi. Dav. ⚑．飲み込む． ⚒．飲み下す， ⇒ tuki.

Ruyè, ruyè korokonni および ruyè-korokotuj, ⇒ truyè.

Rui あるいは ruue, 足（くるぶしから下），足跡． Mos. 跡（足の）． Dav. 砥石． Mos.

～とき； 太った． ─ nyetobakye. Mos. 太った身体．

Ruj. （形）強い（風が）． Kl. Sakh. 砥石， Mos. 砥石（rui）； 大きい，硬い，荒れ模

様の．

Ruigi. Dav. ⚑．刈る． ⚒．研ぐ． Mos. rujgi, 研ぐ． ⇒ ruj および ki.

Rujg（rūih）． Kl. Kam. 砥石，砂岩． ⇒ ryj.

Ruii. Dav. 砥石．

Rujka. Mos. 橋．

Rujka-gakusi. Mos. 橋を渡る．

Rujkiye. Mos. 研ぐ（ruj⽛砥石⽜から）．

Ruino. Dav. 単独では用いられない単語．

─ pashi. Dav. ～より重い．

6230 ─ khankino ariki. Dav. ～より近くに． Ruino gangino apiki. Pf. とても近くに行

く， ⇒ eruyè.

─ yupki. Dav. ～より勇ましい． Pf. とても勇敢な．

Rujno. Lang. S. Sakh. 高い． Kl. Sakh. 近い． Mos. 強い，強く，とても，大きい；

たくさん．

Rujnu. Mos. 強い； とても，たくさん，荒々しく．

Ruinu yupkinu. Dav. 補強する．

Ru-kuanno-oman, まっすぐな道．（同）ikurúsʼna.

Rukùm, ⇒ trukùm.

Rukusynaj. （地）Byelk. クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 206 露里にある小川．

Rumbye. Mos. 報いとして受ける．

Rumu. Mos. 矢の根．

Runno. Mos. 味が辛い．

Ruo. Mos. 溶かして作る，金属を鋳造する．

6240 Ruô. Mos. アザラシ，アザラシの一種．

Ruokyerye. Mos. 溶かして作る，金属を鋳造する； ruo とも言う．

Ru-okobi. Mos. 道が分かれている場所； 字義通りは： 道が分かれること．
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Ruokomu. Mos. 腹に棘のある，カワスズキに似た魚； アッケジ（Akkyezi, Аккези）

湖に生息する．

Rupni-chimat. Kl. Kam. 老婆．

Ruppnyematsi. Mos. （ルツプ子マチ），祖母．

Rúra, ⇒ trúra. Mos. 甘い； 同行する，歩く，少し歩く，周囲を回る．

─ birika. Mos. 甘い，心地よく甘い．

─ koru Mos. 甘い状態にある； 甘い．

─ yan. Mos. 同行できる，あるいは将来同行できる． ⇒ yan

Rurye. Mos. 騒ぐ，粗野である，性格がだらしない．

─ karu. Mos. 金属を鋳造する．

6250 Ruri. Dav. 単独では用いられない単語．

─ vaka. Dav. 漬物用塩水，海水； Pf.によると，ruru vakka, 海水．

─ sakki. Dav. 美味しい． N： turi-sakhkye, Pf.によると，おそらく rura-shakye⽛甘

いワイン(24)⽜．

Ruru. Mos. 海．

─ ungutuku. Mos. 琥珀．

─ shama-kari-baj. Mos. 海岸にそって行く．

Rúruvso. （名）扉の反対側（アイヌのユルタで）．（同）gorónnye.

Rúrupisʼ. （名）裸の人，貧乏人．

Rurushpye. Mos. （ルルシペ），柱，杭．

Rur. Fyur. 大洋．

6260 Rusà, ⇒ trusà. （名）毛皮（syeta ─, 犬の毛皮）． ⚑．莚（むしろ）． ⚒．マット．

─ omàj karà ka! 莚を敷け！ ─ pità, 毛皮（筒状に巻かれた）を広げる． ─ so

kara kanye! 莚を敷け！ ─ turì, 莚を敷く，筵を敷け！

Rusùj. （動）欲する，望む．； ⇒ trusùj.

Russhama. Mos. （ルツシャマ），海岸， ruru-shama の省略形．

Russhkye. Mos. 怒る，罵る，褒美をもらう，報いを受ける； 罰金，罰（ルツツケ(25)）．

Rus. Kl. Kam. 皮革． Mos. rushi, rus（ルシ），なめし皮．

Rusʼ. （名）毛皮，皮革，加工された毛皮．

─ kara. 毛皮を仕上げる．
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Rusʼ-kara to, 熊の毛皮をきれいにする日（kamùj-asínʼkye の二日目）．

─ pájsyerye. （名）毛皮の下の部分．

─ pyéntram. （名）毛皮の上の部分．

Rusʼka, ⇒ trusʼka. Oyataki: khyemata an rusʼka kusujki, ipye ramyechan an ampye

temana? そうでなければ，何と腹立たしいことか； しかし，いかにして私は意に反

して食べることができようか？

Rútishʼ-úturu. （名）間隔．

Rutom, ⇒ sukùf.

6270 Rutu. Kl. Kam. 髪の毛（rūhtŭh），動物の毛（哺乳動物の毛，rūtŭh）．

Rutuba. Mos. まちまちである，それぞれ違っている．

Ruttsi. Mos. （ルツチ），ミミズに似た虫．

Ruu. Kl. Kam. 道． Dav. 道路． Mos. 頭髪．

─ vyen. Kl. Sakh. ぬかるみ，ぬかるんだ場所． Dav. 通りのぬかるみ．

─ vyenʼ. Dav. 泥ねい期．

─ vyepʼ rura oshma. Dav. ツンドラ．

─ okgirkva. Dav. 消える．

─ ri. Dav. 火の上で（蝋，獣脂などを）溶かす，Ne m. Dav. ruuryu (ruuriu)

schmatzen，つまり，ぴちゃぴちゃ音をたてる．

─ turajno. Dav. 道に迷う．

─ e. Mos. 足跡； ～とき，～ように； なされたこと， 起こったこと．

Ru-uen. Mos. 悪路，あるいは悪天候．

6280 Ruue-ne. Mos. ～とき，～ように； ruue⽛足（くるぶしから下），跡⽜から．

Ruue-ne-a-va. Mos. ～とき，～ように； ruue⽛跡⽜から．

Rutsisi. Mos. 山道（字義通りは：道が曲がること，道の曲がり角）．

Rútsisʼ. （名）道，旅．

─ koro. （動）出発する． Kusunkotanta ─, クスンコタン（Kusunkotan, Кусункотанъ）

へ出発する．

─ nóski, 道の中間（⇒ sirútsisʼ ─ クスナイ・マヌヤを結ぶ道の中間）

Rúchobu. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の古代アイヌの呼び名．

Rúchuf. （名）⚑月， ⇒ ru.
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Rue. Mos. ～とき，～ように（ruue や rui とも言う； ふつう，小詞 ne や neava，ある

いは taban と結びつく）； 足（くるぶしから下），跡．

Rue-anakinye. Mos. （接）： ～ように，～とき．

Ruyámbye (ruyámpye), ⇒ truyámpye

Ruyambiriru. Kl. Sakh. 嵐，吹雪（Sturm）． Dav. 嵐．

Ruyámpye, ⇒ truyámpye. Kl. Kam. 嵐，吹雪（Sturm）．

6290 Ryuri shakki. Dav. 味をみる， ⇒ turi sakhkye.

С.
С. アイヌ語の字母の 18 番目の文字．

Sa. （名）姉．

─ makíri, アイヌの二つ目(26)のナイフ， ⇒ inásaku および poromakíri.

Sáanchich (sáanchichʼ). Kr. 雄ガモ（複数）．

Sabà (sapá). （名）頭，先端（煙管の，手足の， kisyeri ─, chi ─）； 男性の剃られていな

い長い頭髪（（同）khorókakye-numà）．

─ karà,あるいは─ karà karà, 頭をとかす（結う），（頭を）剃る．

─ kara makíri, 剃刀，髭剃り．

─ makankye, ─ makánkye to, 熊祭りの三日目，森に熊の頭骨を返す日．（同）kyej-

makánkye-to.

─ myénʼki, 頭を剃る．

─ nye. （形）重要な，尊敬すべき，上役の（─ ájnu）．

6300 ─ numa risarà, 禿る；禿た．

─ nuyà nuyà, 髪の毛を引っ張る（khyekátstsi）．

─ ochípyevpye. （形）ちぢれていない．

─ tru,あるいは sabà tu, 髪の毛（複数），頭から抜けた毛（単数）（snye sabarù）．

─ uspye, 髪の毛（複数）．

Sábaki, 木製の煙管の雁首． Ni kísyeri ─,あるいは sabà.

Sabaru および sabatù ⇒ sabà.
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Saga. Kl. Sakh. 刀の鞘（saga）．

Sagada. Kl. Sakh. 下痢．

Sagi igu guru. Dav. 酔っ払い． N. Mos. sagi（shakye とも言う），ワイン，酒，（日本

語の sakye から）

6310 Sado. Brot. 砂糖．

Saimaki. Mos. 刀の鞘用の包み；日本語起源の語．

Sajmon. Mos. 取り調べる（日本語の zajmon から）；尋問，刑事事件の取調べ．

Sainatara. Mos. 安心しろ，安心している．

─ baj. Mos. 落ち着いて歩いていく，慎重に歩く．

Sájsyen. （名）バイオリン，日本語の単語．

Saiturasʼ-ni. Pal. 木．

Sakájo-karà, 暴れる．（形）乱暴者，けんかっ早い人．

Sakan. Kl. Kam. 夏．

Sakyè,あるいは sáki, ウオッカ，ワイン，酒．

6320 ─ guryè あるいは sakyegurì. （名）日本の上着（青い長い上衣）．

ʼ ─ inausi, sakye 造りの際に海の神に捧げる inauの置き場．

─ konúburu, ヴォッカを愛する； 酒好きの人（─ ájnu），酒飲み．

─ korámavsa, 酒で意識がもうろうとなった～（たとえば，判断力を失った）．

─ korùj (ájnu), たくさん酒を飲む（人），酒に目がない（人）； 酒飲み．

─ nojyè (ájnu), すっかり酔っ払った（人）（家に帰れない），酔って寝ている（人）．

─ páka karà ájnu, 酒で判断力を失った（人），たとえば，強度のアルコール中毒に罹っ

ている（人），自殺すると表明している（人）

─ eyajránniukyesʼ. （形）酔った，ほろ酔いの（そのため，たとえば，頼み事や要求が

図々しい）．

Sáki,あるいは sakyè. （名）ワイン，酒，ウォッカ． Kl. Kam. ワイン，酒（sollen sie auf

den entfernten Eilanden machen）．

─ (è) egáburu (ájnu), 酒に弱い（人），少量の酒にもすぐに酔う（人）．

6330 ─ (è) eisù (ájnu), 酒に強い（人），大量の酒にもすぐには酔わない（人）．
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Sákinausi, ⇒ sákyeinausi.

Sákiri. （名）（sákpye-kirì の省略形）ユルタの中で燻製を作るために魚を掛ける幅の狭い

板，．（同）kirì.

Sakhírokh. （名）ニシンが掛っている 20 本の竿．

Sakíta. （名）夏（および sagíta）． ─ nóskita, 夏の中頃に．

Sakota. （地 Shm.）あるいは sakhkotan.

Samagida. Dav. そばに．

Samajki. Mos. 剣の鞘用のカバー（日本語の saya-maki から）．

Samákyeta. （副）すぐそばに，そばに，脇に，並んで． ─ étarasʼ（usánta étarasʼ とも言

う）⽛並んで立ち上がる⽜．

Samambiryeesa. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方にある岬．

Samaràj. （名）役人，日本語の単語（ヂヤチコフ（Dʼyachkov, Дячковъ））． コルシュ

（Korsh, Корш）(27) のところには，samorai（下級の武官─地方の貴族の臣下）がいる

（短剣とサーベルを帯びる）．

Samákhkye, 横向きになって歩く（前や後へではなく）．

6340 ─ kyemà ákhkasʼ, 踵が内に曲がった，つま先が外に曲がった内反足．

Sámba. （動）（斧などで）削る，sámpa とも言う．

Sambakus-ájnu. （名）男性の名．

Sámbye (sámpye). （名）心臓，心．

─ shibirasha guru. Dav. 気前のよい，物惜しみしない(28)．

─ yúfkye ájnu, 勇敢な，恐れを知らぬ人．

Sammye. Pal. 心臓，心．

Sámpye ⇒ sámbye. Kr. sampyè, 心 臓，心． Lang. Kam. Kur. Kl. Kam. （sām-

pĕh）

Sangisyu. （地）Pavl. スュ（Syu, Сю）川．

Sanda-guru. Mos. カラフト島北部の住人．

Sanináusi. （名）海の神に捧げる，海岸の ináy置き場．

Sánio. （名）賃金．

6350 Sáni-pisì. （動）罵る，悪口をいう， ⇒ esámpi.

Sánkye. （動）引っ張ってくる（森から，ni ─），取り外す（窓を），掃き出す（ごみを），

取り払う，取り出す，差し出す（食器を）． Itakh sánkye, 語る． Kómmun sánkye,

ごみを掃き出す． Sankyè mun, 掃き出されたごみ．
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Sánkye-ikhtchì. （名）指の⚓番目の（爪の）関節．

─ nosò ájnu, 御者（犬ぞりの）．（同）ikúsa ájnu.

Sankyeva ⇒ syekh.

Sánkyeta-ekh. （動）近づく．

Sánki. （名）ツル（灰色の）．

Sannakoru. Mos. カイコ．

Sanniôki. Mos. 計算（日本語の sanniûgi から）．

Sanníòoki. Dav. そろばん，Pf.によると，日本語の san⽛計算する⽜から； niôoki の語

源は不明．

Sánta. （名）ギリヤーク， ⇒ Gilyamì, Dorò, Olʼchà, Temancha, Chuvyen, Golyà,

Kyeakàlʼ, Mangù, Ganguchà, Gólʼda および Solyodò.

Sanunkoránkyema. （名）女性の名．

6360 San. （名）棚（⇒ parasan）．（動）下へ流れる（naj ─），下へ歩いていく． Naj orova

san, 川から出て行く（海へ）．

─ chikájnye, 西風（ナイブチ（Hajbuchi, Найбучи）にとって； 東アイヌの言葉）．

Sarà. （名）大皿（平皿─ oràm），皿． Kl. Kam. 茶椀（sāărăh）．（動）見える，晴れて

いる，あるいは晴れになる． Tan to chuf sarà isyàm,あるいは tan to chuf sarà kajk

khánki, 今日は太陽が見えない（曇っている）．

Sarakamuj. Dav. 戦う． Mos. 戦争，字義通りは：刀の鞘の神， ⇒ aj-sara-kamuj.

Sarakónta. （名）鯨の尻尾．

Sarakupgì. （名）尾びれ（単数），魚の尻尾．

Sarakuf-póni. （名）尾びれ（複数）．

Saramba. Dav. さらば，さようなら． Mos. 別れ；さらば！（日本語の saraba から）．

Sarámpa. （動）別れを告げる，さらば，さようなら！

Sarámpye. （名）絹． ─ imì, 絹の衣服．

Saráni. （名）シラカバの表皮製のひしゃく．

Sári. （形）堅い，硬くなった，弾力性がない，たわまない（棒が）．

6370 ─ numà,あるいは numà sári, （ブタの）剛毛．

Sarorùn. （名）ハクチョウ（灰色の）．（同）nufka.

Sarranip. Brot. 篭（かご）．

Sarù. （地）（マツマイ島の）シカリ（Síkari, Си́кари）川沿いのアイヌの村．
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Sarúnkuru. （地）sarunútara あるいは sarúntara とも言う． マツマイ島の西側の住人（ア
イヌ）； 言い伝えでは，シコフ（Sikòkh， Сикòхъ）島から移住した．

Sarurun. Dav. ツル． Mos. コウノトリ．
Sarur. Kl. Mat. ワシ．
Sastámbye (sastámpye). （名）日本の長靴下．
Sasuma. Mos. 戸に鍵をかけるための丸太，日本語の sasu⽛鍵をかける⽜から．
Sas あるいは sasʼ. （名）昆布．

6380 Satà-vyen ájnu, けちな人（無駄にものを与えない）
─ pírika ájnu, 物惜しみしない，寛容な人．（同）tram-kháburu-ájnu.
Satgua. Kr. 乾いた．
Satò. （名）砂糖．
Sattigu igoni. Dav. 肺病．
Safou（sāphŏŭ）． Kl. Kam. 遠くに．
Sákhka. （名）食事用の箸
─ ò. （名）箸箱．
Sákhkye. （動）乾かす（濡れた衣服を），味をみる（kyéra ─とも言う），（適・不適を）試

す． Toj sákhkye, 土地を試す（どの穀物がよく育ちうるか）．
Sakhkotan. （地 Shm.）（sakota とも言う）． クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある入

江と川；シルトゥル（Siruturu, Сирутуру）の北方にある川および岬（パーヴロヴィッ
チ（Pavlovich, Павлович）では syakh-kotan）．

Sákhma. （名）寄せ波，箍（たが）（óntara ─とも言う）．
─ kájte, 寄せ波が岸を打っている．

6390 Sákhnye. （副）夏に，夏の間に．
Sákhpye. （動）干す（魚を）．（形）干した（─gyemòj）． Gyemoj ─, カラフトマスを

干す．
Sákhsatsi. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 71 露里にある小川とアイヌと日本人の

混住の村．
Sákhte. （動）干上がる，からからに乾く（夏の川が）．
Sákhtekh. （形）乾いた（衣服）．
─ sitò. （名）砂糖．
Sakh. （前）～なしに．
─ pa, 夏の時期，夏（字義通りは，夏の年）．
─ tryéra, 雨を伴わない風（あるいは上からの雪を伴わない）， ⇒ kájsirikororyéra
─ chyekhkarapyè. （名）⚗月，（粗）sakhtsyekhkarabyè, sakhtsyekhkarapyè.

6400 Satsgada. Dav. 浅瀬，Pf.によると，おそらく sats-ka-ta, sats⽛乾く⽜から．
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Sátsi. （名）皿（日本の）． Mos. satsi あるいは shats, 乾ききる，乾く．
Sátsiri. （名）イタチ（テン）（時に家の床下に住む，たとえば，タコイ（Takoj, Такой）で

は）； ヂヤチコフ（Dʼyachikov, Дьячков）によると，オコジョ）．
Satski. Dav. 干す．
Satski ambi. Dav. 乾いた．
Satskiva. Dav. 乾く． N：прав.(29) 日本語の単語． ⇒ sakhkye.
Satski tsepf. Dav. 魚の干物． N：日本語の単語． sakh-chyekh.
Satsyva. Dav. 乾燥させる．
Sachípyeyeka-komonrosiva. Kr. 歩いていく．
Sayurubye. Mos. 埋葬の際の歌．
Sayà. （名）ケース（ナイフの），鞘（さや）． Dav. 鞘． Mos. 日本語の単語．

6410 Sayada. Dav. 下痢．
Sayájsye. （動）どっと流れ出す，吹き出す（血が），落ちる，しぶきとともに落下する（絶

壁からの川の流れが），撒き散らす，こぼす，こぼれる（（同）chókokokhsye）． Kyem
sayájsye,あるいは kyem chókokokhsye ─血が吹き出ている．

Sayatura. Mos. （サヤツラ），柄，特別な種類の金属製の小物．
Sye,あるいは syekh. （名）寝台（アイヌの）． ⚑．寝台兼用の長持． ⚒．床（とこ）（マ

ツマイ・アイヌで）． ⚓．座る場所全般． ⚔．荷（背中に担いだ），たとえば，薪の
束． Imi-sye, chyeb-sye, 衣服の荷，魚の荷． ⚕．巣（chikàkh-sye とも言う）．
Mos. あの，それ，彼，それの，この（ほぼ冠詞と同じ意味をもつ），これ(30)（この単
語）が他の単語と結合された場合，限定の意味も持つようである． Shnye pa ikuru
shioj kushiu shitukari shirine shiô-sye, できれば一杯の盃を飲み干したいので，とて
も良いフイリアザラシと引き換えにそれ（盃に入った酒）を私に分けてくれ．小詞
gye とともに語結合 gye-sye をつくるが，この語結合は限定の意味の expletivum（補
足語）として使われる．

─ kotsu. Mos. あの，この(31)（ほぼ冠詞と同じ意味をもつ），この，その． ─ taunye,
あの物，この物．

Syéazyekka. Pal. 暑さ．
Syeasʼ-mómpye. （名）中指．
Syebyeri-byeri. Mos. 若い熊，子熊．
Syevà, Mos. 植物の名，レビスチカム（セリ科の薬草）．
─ ni, 洞（うろ）のある木．（同）ochúpo-ni.
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6420 Syeváno. （形）（穴などが）掃除された； 煙を立てている（煙管について，─kísyeri）．

Syegósye-nojyè, （錠・閂をはずして）開く，戸が開くように鍵を回す， ⇒ syekota no-

jyè.

─ trajyè. （動）押す（手前から，─脇に）．（同）oyákyenye-trajyè, および gyéjkuso

trajyè.

Syegúmirye. （動）脅かす． Khyekátstsi ─, 幼児を怖がらせる．

Syeduru. Kl. Sakh. 背中． Dav. ⇒ syeturu.

Syedur. Lang. Kur. （ssedur）． Kl. Kam. （s­ēdur），背中．

Syei. Dav. Nem. Jch irre oder schweife herum，つまり．私はさまよっている．

Syej. （名）二枚貝の殻； 小さい貝，貝． Dav. 大皿．

─ itánʼki. 茶碗の受け皿．

Syéipye. （名）食事用のへら．（同）étsipye.

Syeissu. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方にある岬．

6430 Syékyem chuf nóski. （名）下弦の月， ⇒ chuf-sigyekyèm.

Syekoro. Mos. このもの，それは．（接）～ということを； 他者の言葉を引用するは

たらきがある． Ento nishpa tan nobori otta rikin syekoro itaki. Mos. 彼らは言っ

た：江戸（Iyeddo, Иеддо）の君主がこの山に登りつつあるということを．

Syekósye. （動）へどを吐く．（名）嘔吐．

Syékota. （副）自分の方に．

─ nojyè. （動）錠をおろす，戸の鍵をかけるために，鍵を回す， ⇒ syegósye-nojyè

─ trajyè, 自分の方に引く．（同）gyetòkh-trajyè.

─ ukorajyè. （動）ひと山に移す（細かく刻んだ肉を）．

Syekúvkye. （形）むくんだ（炎症のとき，浮腫のときの足について）．

Syómakhkara. （動）（宗教上・道徳上の）罪を犯す． si-goma-kara が語源．

─ ájnu, 罪深い人．（同）anóma-ájnu.

Syembi. Dav. ⇒ shyembi.

6440 Syembi omari. Dav. くさびを抜く．

Syendo. Mos. 水先（案内）人（日本語の syendô から），船主，商船の船長．
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Syenyésye. （名）女性の名．
Syenyetsb. Balʼb. Sakh. ⚑．
Syénʼkaaki.あるいは kúnnye-syénʼkaaki. （名）上衣に縫いつけられた黒い縞，日本語の単

語； アイヌ語では chajekajyè.
Syenʼkáki. （名）（日本の）黒い麻布，長い黒い頭巾（アイヌのターバン），麻布の黒い頭

巾．
Syenʼkoámparye あるいは kyema ─, （縫い物を）足で押さえる（われわれがピンで押さ

える代わりに）
Syenʼtuerákhki. （動）下に曲がる．
Syénʼcha. （名）側柱． Apà syénʼcha, 戸の側柱．
Syeotsísʼte. （動）からかう（例えば крупа(32) などの罵言で），苛立たせる．

6450 Syepoki-ki. Mos. （セポキキ），前に傾いている，うつぶせに横たわっている．
Syep. Kl. Mat. 遠くに． Mos. 広い．
Syéryema. （名）⚒月．
Syeryemakye あるいは syerimaka. Mos. 曾祖父．
Syeryemokonàj. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 32 露里にあるアイヌの村．
Syeryetoka. Br. ⇒ siryétoko.
Syeryetunaj. （地）川．
Syeri. Mos. 物の長さ，あるいは高さ．
Syeríkuroko. Kr. 暗い．
Syerokáni. （名）銀．
Syerùsʼ. （形）太った，太い（人，羽ぺンが） ─ ájnu

6460 Syérekyesʼ. （名）裾．
Syésye. （形）熱い，暑い，暖かい．（副）熱く，暑く． Syésye vákhka turà è! お湯をもっ

て来い（たとえば，顔を洗うために）．
Syesyegùm. （動）暑さでぐったりする．
Syesyeku. Mos. 熱い； 強く熱する，灼熱する．
Syésyekhka, 暖められた； 温める（日本語の言い回し． syésye vákhka の代わり）．
Syésyekhkakh-karà. （動）温める（vakhka ─, 水を温める）
Syésyekhpye. （名）温湿布．（動）温湿布する．
Syesi. Mos. 鳥の名．
Syesika. Dav. 加熱する．
Syeski. Dav. 閉じる，栓をする，ふさぐ．
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Syes. Kr. アビ科の海鳥（複数）．

6470 Syesʼ. （名）灰色の海のカモ．

Syetà. （名）犬．

─ atù, 犬をつなぐ鎖．

─ aurye. （名）水色のユリ．

─ ichárapu. （名）ichárapu に似た悪臭のする草．

─ kinà. （名）草の名（食用の草）（マウカ（Mauka, Маука）およびクスン・コタン（Kusun-

kotan, Кусунъ-котан）で成育する）；日本人はこれを食する；アイヌは食さない；クス

ナイ（Kusunaj, Кусунай）にはこれはない．

─ nokh-kinà. （名）薬草；この草の花の下部にある唇弁をアイヌは犬の陰嚢にたとえる；

陰嚢の炎症の薬になる．

─ po. （名）子犬． Syeta po! ほぼ唯一のアイヌの罵言，犬に呼びかけるときにも使わ

れる．

─ rusʼ. （名）犬の毛皮． Lapyer. （setarouss），犬の毛皮でできた大きな旅行用の雨

合羽あるいは旅行用のコート．─ rusʼ imì. （名）犬の毛皮でできた衣服．

Syetakko. Mos. （セタツコ），絶え間のない，連続的な，永遠の．

6480 Syetokuryéro. （名）男性の名（1871 年⚑月⚗日に死亡）．

Syettomba. Mos.（セツトンバ），墓所，墓地．

Syeturù (syetorò). （名）背中，衣服の背（imì ─）； 後ろの． Mos. Lapyer. 背中．

─ káskyeta. （副）後ろで，（寝や物の）陰で．

─ mim, 魚の背の肉．（同）míru-ru-mim.

Syetùr. Kr. Pal. 背中． Lang. Kam. （ssetur）．

Syetusʼpyekhnaj. （地）ポロペフナイ（Poropyekhnaj, Поропехнай）川の⚒番目の支流（下

から数えて）．

Syéuni. （形）暖かい． Syéuni vakka, 湯．

Syeuryè. Kr. あご． Mos. 喉頭，咽頭．

Syéuri (syévri). （名）喉頭，喉仏，気管．
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Syekh, ⇒ sye. Syekh kata a, 長椅子に座る． Kváni syekh kata a kanye! 私の席に座

りなさい． Syekh kata okàj, 寝台にいる．

─ po. （名）寝台の下の引き出し．

─ sánkyeva an-nukara, 横向きに座っている，脇を見る； 横向きの肖像写真に撮られ

ている． ⇒ earáusi an núkara.

6490 Syékhpa. （名）若い女性用の丸い鉄製の胸飾（穴が開いたメダルのようなもの；日本人か

ら購入されている）；剣あるいはサーベルの柄（つか）の小さな留め金（柄自体ではな

い）

Syétsiri-kam. （名）体の背面の方に近い脇腹（背中の近く）， ⇒ góntra-kisarà； 腋の

下の後ろから骨盤までの脇， ⇒ yarápo.

Syetsuki-oro. Mos. 魚の名．

Syeshika. Mos.（セシカ），熱湯，shyeshyeka（セセカ）あるいは syesyeka とも言う．

Syeshkye syeshki, shyeshkye あるいは shyeshki（セシケ）とも言う． Mos. 突き刺し始

める，錠を下ろす．

Si. （名）大便．（副）まだ（複合語の中では suj に変形される），（複合語の中で）自分自

身，自らを～する． Kl. Kam.（sӯh），右側へ． Mos. 願望，意志を表す小詞， ⇒

shiuj.

─ jo-oyásima, 明々後日；今日から四日目の日．

─ jo-oyasima-ukuràn, 四日後の夜に．

─ oyáto, 三日目に， sujoyáto とも言う．

─ puj. （名）肛門（anus）．

6500 Siagki（sӯăhgkў）． Kl. Kam. 中指．

Siakipa. Kr. カラフトマス．

Siana, sianua. ⇒ yeà. Kr.

Siánno-chácha, 高齢の老人， ⇒ sian.

Siantorasi. Kr. 斑のフイリアザラシ（複数）．

Siàn. （名）川の主流．（地）．

─ tru. （名）天の川（アイヌはそれを川と想像する）．

─ trúvye rurù, 主流の下流域．

Siàsʼ-kità, トドの牙（複数）．
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Síbbu. （名）軍曹（新しい位階制で； 以前は dósi），日本語の単語．

Sigájnin. （名）下級の下士官（大きなサーベルを帯びていない），日本語の単語．（同）

icháva-tenʼki.

6510 Sidondyekuo. Kl. Kam. 大人しい（zahm）．

Sissh. Kr. siyeshʼ. Pal. 野原．

Síjna. （動）隠す，秘密にする，かくまう．（同）nújna.

Siipye. Kr. サケ．

Siísyatki. Kr. ハゼ（魚）．

Sííchib. Kr. 赤い魚，魚．

Sika. Kl. Mat. 弟．

Sikayegyè. sikàj の複数形，小さい釘，釘（木製の煙管の雁首の）．

Sikàitasibye. Mos. 長い歯をもつアザラシの一種の名，セイウチ．

Sikàj. （名）釘，かけ釘．

Sikákam. （名）魚の目のまわりの柔らかい部分．

6520 Sikamarye. Mos. 隠されている．

Sikankanyep. Mos. 毛が縮れること，巻き毛．

Síkarakante, 命令を遂行する人（─ ajnu）．

Síkari. Mos. （shkari とも言う），まるまるの； 恒常性を意味する小詞．（地）サル

（Sarù, Сарỳ），イブトゥ（Ibùt, Ибỳтъ），ユペシ（Yúpyesi, Юпеси）およびシコフ（Sikòkh,

Сикòх）の村々があるマツマイ島中央にある大きな川．

─ kari. （動）回転させる（ぐるっと）， ⇒ yajkari-kari.

─ chuf. （名）満月．

Sikárimba, ójkari-sikárimba とも言う，円．

─ kani, 丸い硬貨（（反）okátanye-káni）．

─ khyétsirye, 輪（円形の）踊り．

Sikárirye. （動）滑空する（ワシが），輪を描く，回る（時計の針について）．

6530 ─ eà kusuàn, 回っている（時計の針が）．

Sikárisʼ-chuf,あるいは sikárisʼ khyemakà chuf. （名）満月．

Sikaru あるいは skaru. Mos. （シカル），学ぶ，覚えておく．

Síkarun. （名）思い出．

Sikáskye. （動）認めない．

Sikásʼma. （動）守る． ─ kamùj, 守護の神々．
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Sikákhka. （名）アイヌの護眼帯（眼病の際のまびさし）． Te sikákhka koro ínkara, 手

をかざして見る； 光が眼に当たらないように手でおおって遠くを見る．

─ kor gákhka, ひさしのある帽子．

Sikákhkararye. （動）半裸になる（腰まで），肌脱ぎになる．

Sikákhrarajyè. （動）肌脱ぎになる．

Sikakhte. （動）植えつける，種をまく．（同）gyepyénʼki ka.

6540 Sikàkh. （動）（人が）成長する，大きくなる，（腫瘍が）増加する，大きくなる（guf ─），

（傷が）大きくなる．

─ kotan. （名）生まれ故郷，生まれた村．（同）gyepyénʼki kotàn.

Sikyè. （名）荷（sikyè, syekh, sye）． Sikì の代わりに用いるのは間違い（Sikì⽛目⽜）．

Sikyè ámpa, 荷を運ぶ． Mos. 荷； 荷を運ぶ．

─ karu. Mos. 荷を運ぶ．

─ ni. （名）肩ひものついた荷運び用の板．（同）tukíno.

Sikyéni. （名）（犬のついていない）犬ぞり，そり．

─ póni, 犬ぞりの滑り木の下の鯨の骨．

Sikì. 複数，sisʼ⽛眼⽜から．

─ karà,あるいは isíkyekara, ウインクする，目くばせする．

Sikíbuton. （名）寝具，日本語の単語．

Sikíjki. （動）（自分の痒いところを）掻く，掻く（ひどい痒みのときに）．

6550 ─ ni. （名）背中の奥を掻く棒（ノミによる痒み）．

Sikinaku. Dav. 白内障．

Síkiri. （名）模様．

─ kyevka teko, 気取って（chirùj ájnu が）．

Sikirù. （動）逆さになる，ひっくり返る，倒れる． Tsisʼ ─

Sikiterùsʼ. （動）目をくらませる．（同）ínkara-koyájkusʼ, 目がくらむ．

Siknu. Kl. Kam. 生きている．

Siknukha. Kr. 生きている． Pal. 命．

Siko. Mos. uko と同義のようである； 協同行為を意味する小詞．
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Sikogyéuka. （動）引っ張る（衣服を）．

6560 Sikogónkyesʼ. （名）目じり， ⇒ sísʼnisʼetò.

Sikomyeubye. Mos. 争う（言葉で）．

Sikóni vyénte. （動）からかう，じらす（犬，熊を）．

Sikonúnun. （動）吸い出す（骨から髄を）．（同）chókhchokhsyekara.

Sikoò. （動）包まる（寝床に），毛布に包まる．

Sikooimì. （名）毛布．（同）kakyéputon.

Sikópa. （動）同じところに居る． Páte aj sikópa ájnu, oyákhta omàn isyàm, 出不精な暮

らしをしていて，どこへも出かけない．

Sikopákarye, （同）yajkopákarye. Etsi ─

Sikópi, 省略形は pi. （動）引っ張り出す（水の中から）． Ya sikopi,あるいは ya pi, 網

を上げる，手繰る（延ばされた縄を）．

Sikorájye, 舵を切る（右に曲がるために）．（同）esíkani.

6570 Sikórye. （動）お産をする，産む（子供を）．

Sikotan. Mos. アイヌの島の名．

Sikotsu. Mos. （シコツ），アイヌの地方の名．

Sikoyajrajkyerye. Mos. 善行，慈悲，寵愛．

Sikòkh. （地） ⚑．アイヌの島（シコクフ（Sikokf, Сикокфъ）． ⚒．マツマイ島のシカ

リ（Síkari, Сикари）川沿いのアイヌの村．

Sikuvʼ. Pal. 光．

Sik. Kr. 眼（複数），眼（単数）． Pal. Lang. Kam. Kur. Kl. Kam. Balʼb. K.─ K.(33)

Síma. （副）明日． Oyá ─, 明後日．

─ katesu. （動）反り返る（人が）．

─ ukuràn, 明日の夜に．

Simakorajyè. （動）死ぬ，日本語の単語．仕事のあとで休息する（正午の鐘の後で）．

6580 Simapparatyets. Mos. 大きな貝の名．

Simasà. （動）広くなる，拡張する（心臓が）．

Simautachupp. Mos. ⚖月．

Simáchi. （名）シラカバ．

Simyénʼki,あるいは sabà myénʼki. （動）自分の顔を剃る，額や頭頂部を剃る．
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Simojyè. （動）揺れる，かすかに動く．
Simojpa. （動）触る，動かす，振って混ぜる（薬を），揺さぶってぐらつかせる（柱を）．
Símon. （形）右の． ─ te, 右手．
─ omájso, ユルタの内部の右側，主人の側． 省略形は sisyo（我々の考えでは左側(34)）
─ tishyè sísʼkyev. 右側の正面の隅（我々の考えでは左側の）．

6590 Simósyenyeka. （名）ヨモギ属の草．
Símpuj. （名）氷にくり抜かれた穴（川の）．（同）pákhteki.
Sinà. （動）束ねる，縛る（ハンカチで足を）， ⇒ ukosinà.
Sinákyej. （名）湿地，沼沢地．
Sinánkusu. （副）正しく．（同）kyeánnakusu.
Sinanta. Mos. 同じ場所で，お互いに．
Sináoki. Pt. 泥ねい地，沼沢地
Sinapa（sӯnāhpāh）. Kl. Kam. 生後⚑年の，満⚑歳の．
Sinapikasmua. Lang. Kur. 個数詞の 11．
Sinapis（ssyhnahpyhs）． Lang. Kur. 個数詞の⚙．

6600 Sinap（ssӯhnap）. Lang. Kur. 個数詞の⚑．
Singyep. Mos. 植物の名．
Síngoro. （副）下方に，（比）ikáva および inóskita.
Sindzî. Mos. 始まり，起源．
Sinzit. Mos. 根．
Sinyè (sʼnye, snye), 個数詞の⚑．
─ vano, 個数詞の 200．
─ gòkh (sinʼgòkh), 個数詞の 20．
─ pisámpye, 個数詞の⚙．
Sinyemonaj. （地 Shm.）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある川．

6610 Sinyénni, 身寄りのない．（名）孤児．
Sínyepyesʼ. （数）個数詞の⚙（南サハリンの人々のところで），日本語の表現．
Sinyepisàj, sinyepisámpye の省略形，個数詞の⚙．
─ snyeváno, 個数詞の 1800．
Sinyepisámpye. （数）個数詞の⚙．
─ ikásʼma vámpye, 個数詞の 19．
Sinyepisángo, 個数詞の 180．
Sinyepisanuampye. Kr. 個数詞の 90．
Sinyepisàn, sinyepisámpye の省略形，⚙； （珍）： Kr. 個数詞の 19．
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Sinyepìsʼ. Kr. 個数詞の⚙． Lang. Kam. （ssinepis）． Kl. Kam. Balʼb. K.─ K.

Sinyepp. Mos. 個数詞の⚑（⇒ p）．

Sinyèp. Kr. 個数詞の⚑． Lang. Kam. （syhnäp）． Balʼb. K.─ K.

─ ikamua. Lang. Kam. 個数詞の 11．

─ íkasmua. Kr. 個数詞の 11．

Sinyesambye. Kl. Mat. ⚙． Balʼb. Sakh.

Sinyeútara ё (snyeútara). （名）家族，親戚，一族．

Sinyetsinkyeukókoro. （名）家族，一族．（同）snyeútara.

6620 Sini（sӯh-nӯh）． Kl. Kam. ギンドロ． Pt. 休む．

Sínin. （動）溶ける． Opàsʼ ─, 雪が溶ける．

Sinísteka. （名）リンパ腺炎，耳下腺炎．

Siníuka. （形）退屈な．（動）退屈する． Yaj ─

Sínnaj. （形）別の，いろいろな．

Sinnajnu（sînnăinû）. Kl. Kam. 一度，あるとき．

Sínnam. （名）寒さ，厳寒，酷寒．

─ kójki, 風邪をひく．

Sinnye. Brot. 足（sinne）．

Sinnyekuye（sӯnnäkŭĕh）. Kl. Kam. 客．

6630 Sîno. Mos. とても，はなはだ．

Sinobsam. Kl. Mat. Balʼb. Sakh. 個数詞の⚙．

Sinoyè-chikàp. 色とりどりの鳥，（例えば oyápokikhurye⽛赤いキツツキ⽜）； chinoyè-

chikàpp とも言う．

Sinoirivaku. Dav. 異父同母の．

Sinokorúmpye. （名）大きなひげをもつ鯨，北の鯨（巨大な）．（同）ponporgúmpye.

Sinóntuki. （動）呑み込む．

Sinóntukhpa. （動）呑み下す．

Sinò-sinò. （名）音を立てて叩くこと，その音．（動） ⇒ esíno-sinò． Tekye─, 指で

音を立てて叩く（机を）．

Sinókhtsya. （動）アイヌ式に歌う（言葉を伴ったり，言葉を伴わずに，声門で調音された

激しい音や鼻音を出しながら踊る）．（名）踊りを伴う歌（gopryeupa-ryeupa などを伴

う）．（反）yúkara. Sinókhtsya órova itàkh, 鳴き声のかたちのアイヌの歌，しかし

幾つかの言葉が付け加えられたり（単なる⽛sinokhtsya⽜と異なり），民族的な舞踊を

伴なったりする； （比）yúkara órova itàkh.
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Sinrìsh. Kr. 根．

Síntoko あるいは sintoku. （名）日本の小桶（漆を塗られた），（ふたが付いていて，形が手

提げの編みかごに似ている，米などを入れるためのもの）； ⇒ kyemao-síntoko. Porò

síntoku, 大きな桶． Amàm-síntoku, 穀類用の小桶， Sakyè karà síntoku, 酒造り

用の小桶．

6640 Síntusʼ. （名）苔（木に生える，および建築用）．

Sinuyè. （動）染める（女性の唇を）．

Sínʼka. （動）ぐったりする，疲れる．（名）労働，苦しみ．

─ píma, 賃金，給料．

Sínʼko. （名）ボタン穴． Numàkh ─, ボタン穴．

─ tsi（あるいは numakh sínʼkotsi）. （名）穴（ボタンの）．

Sínʼkokh.あるいは─ arakà. （名）肺病．

Sínʼchaku. （名）真鍮．

Síne. （名）休息．（動）休む，働かない．

Sio-ita. Mos. 船の甲板の板．

Siôki. Mos. 商品（日本語の siógi⽛売り買いの品物⽜から）．

6650 Síòroku. Dav. 毒． Mos. （シヨロク），sioroku, 毒； siuruku（シユルク）とも言う．

─ ebiri raigi. Dav. 毒で殺す，毒殺する．

Síòrugu. Dav. 毒． Mos. siorugu, 毒．

Sipojkye. Kl. Mat. 花．

Sipòkh. （名）ロシアの箱（蓋つき），長持．

Sippù. Kr. Pal. Lang. Kam. 塩．

Sípuj. （名）肛門（anus）．Kl. Kam.（sӯhpŭi）．

Sipunua. Kl. Kam. 塩辛い，しょっぱい．

Sipáye. （動）動く． Tújno ─, 少し動く，少し動いてくれ！

Siramanu. Kl. Kam. siraman とも言う，真実性，正当さ（sîrămănŭ）．

Siranaj. （動）理解しない，（私は）分からない！

6660 Siránkorye. （名）親類（単数），親戚，親族． ─ útara, 親類（複数）．

Siránte. （名）時化，嵐．
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Siránusi. （地） ⚑．カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 139 露里およびクスナイ

（Kusunaj, Кусунай）の南方 242 露里にある岬（クリリオン（Krilʼon, Крильонъ））．

⚒．クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 236 露里にある日本人とアイヌの混住の村．

北緯 45 度 54 分．

Sirápa. （名）しずく．（動）漏る（天井から）．

Sirapauba. Kl. Kam. しずく．

Sirára. （名）干潮（海の），深くない場所，浅瀬（海の）．

Sírara. （名）男性の名．

─ pa. （動）突き出る（痩せた人の骨について）， ⇒ poni.

Siráraka. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方⚖露里にある岬とアイヌと日本人の混住

の村．Shm.では誤って Siraroro と書かれている．

Sirarimak. Kl. Kam. 真珠，珠玉．

6670 Siráripye. （名）肥料用の干したニシン，日本語では Kasì.

Sirarorò. （名）シラロフナイ（Sirarokhnaj, Сирарохнай）川沿いにあり，クスナイ（Kusunaj,

Кусунай）の南方 16.5 露里にあるアイヌと日本人の混住の村（Shm.）．

Sirasià. （形）同年齢者よりも早く死んだ～，生き長らえなかった～， ⇒ sirásino. ─

ájnu, 同年齢者よりも早く死んだ者，彼らの年齢まで生き長らえなかった者．

Sirásino. （形）長生きした～（同年齢者より），たとえば，Khi-ikhi, Yamásuku.

Siráttye. （形）ざらざらした（そりの滑り木が），よくつき砕かれていない，（病気のとき

の舌が）乾いて白い．（同）avyeipùf.

Sirátuye ájnu. （名）男性の名．

Siráte. （形）半液体の，軟らかい（大便が）．

Sirau (siràv). （名）アブ．

Sirákhkari. （動）素通りする，立ち寄らない（村および家に）； 通り過ぎて．

Sirbyekir. Kl. Kam. 輝き； 明るい．

6680 Sirbikiruà. Kr. 明るい．

Sirbùk. Kr. チチュウカイロックリング．

Sirguyuva. Kl. Kam. 火事．

Siryeba. Mos. やって来る，到着する，（思いがけなく）ある場所にやって来る，会える．

─ an ruue taban kushu. Mos. やって来たとき，あるいはやって来たので． ─ an.

Mos. よそ者である．（angekommen sein）， ⇒ an. ─ an ruue. Mos. やって来

たとき． Siryeba-otta. Mos. やって来た場所で，やって来たなら，到着したとき．
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Siryékoro, ⇒ ekufte.

Siryekuròkh. （形）暗い．（副）暗く； （反）tónono.

Siryéruppye-yan-myenàsʼ. （名）トブチ（Tobuchi, Тобучи）にとっての南風（シレトコ

（Siryétoko, Сирéтоко）から）．

Siryétoko. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 253 露里およびカルサコフ（Karsakov,

Карсаков）の東方 98 露里にある岬（アニヴァ（Aniva, Анива）．北緯 46 度⚒分．

Síri. （名）場所． ⚑．土地，地方． ⚒．天気，時間． ⚓．値段．（動）（値が）～する．

価値をもつ． Kl. Mat. 岸． Balʼb. Sakh. 土地（ssiri）．

（名）しるし，きざし，前兆．⽛しるし，きざさし，前兆⽜の意味の Siri は，しばしば

動詞 an（⽛～がある⽜の意味）を前に置いたり（an は音調を整えるために語形を aj に

変えられることがある），あるいは小詞 ne を Siri の前に置いたりする（音調を整える

ために，動詞の代わりをする j を付加して nej-siri とすることがある）； その際，小

詞の後には，これらの付加がない場合と同じように，動詞 an が置かれることがある．

その結果，語結合全体を⽛～が見える⽜という単語で翻訳することができる．Pyenzaj

aryegi síri an⽛船がやって来たのが見える⽜．Ikúsʼta ájsiri an uva na!⽛ほら，そんなに

遠くないところに見える！⽜ ─ Sonno néjsiri an!⽛本当に見える！⽜（sonno ampye!

⽛本当に！⽜とも言う）．

─ ar. Kr. 海のエビ（複数）．

6690 ─ vyen. （副）陰気に．（名）悪天候，悪天候の時．

─ gyen (siriгyen). Kr. 雨； （比）sirivyen.

─ karà. （動）支払う．（同）síri kónte, atàj karà.

─ kata. Kl. Mat. 土地． Sirikat（省略形）．（名）床，地面． ─kata gókhkye, 床に

横たわる（地面に）

─ kónte, 返済する，支払う． Síri okhtà kónte, 支払いとして渡す．（同）atàj okhtà

kónte.
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Siri-kúnye, siro(u)kúnye の方がより多く使われる．（名）夜の始まり，日の入り，黄昏．

Kl. Mat. 闇． Sirokúnye amam ipyè, 夕食を食べる（ロシア語の表現））．

─ kurù. （同）sirukúnye,あるいは sirokúni.

─ mójri. （名）凪，静けさ．（同）yájsiri-an.

─ pákarye. （動）値をつける，評価する．

─ pírika, 晴天．

6700 ─ porò. （名）ロシアの⚑ルーブル銀貨． Kámpye síri-porò, ⚑ルーブル紙幣．

Sirigada. Dav. 下方に．

Sírika. （名）衣服の表，表側， ⇒ síripo.

Sirikio. Pt. しみ．

Siríkura-nyétuka, 悪魔の耳(35)．（同）vyen-kamùj-kí-sara-puj.

Sírima. （名）埃（家具の），澱（おり），沈殿物（sákye-o）．

─ traoryèn, 沈殿物が底に沈む．

Síriman, 昨日の夜に，昨夜． ─ku gókhkye oróvano ku arakà, 私は昨夜横になった（寝

た）あと病気になった． Kvani síriman snye májminye kuturgókhkye manu ku takarà,

私は昨夜ある娘と寝ている夢を見た．

Sirimau,あるいは sirimauka. （地）タライカ（Tarajka, Тарайка）村の同義語．

Sirinye-koro, 相続人；遺産を受け取る．

6710 Sirinki. Kr. （地）⚔番目のクリルの島（ジヤコン（Dʼyakon, Дьякон）の全図で），ミッ

レルの計算では⚓番目．

Síripye. （名）足もとの水． ─ asìnʼ, 足跡の下から水がしみ出てくる（春に）．

Síri-pyekiri. （名）日の出の時刻， ⇒ siri-kúnye

Síripo. （名）ギリヤークの白いシャツ； 衣服の裏面，裏地側（síribo とも言う）．

Sirípuf-tryéra, 北風，北北西の風．

Sirkunnyè. Kr. 夜． Pal.

Sirókisa. （動）すっかり晴れる，曇り空が晴れる．
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Sirokúnye. （名）黄昏． ─ te aryegi an, 黄昏時にやって来た．

Síroma. （動）（同じ）場所に居る（住む）．

─ an, 落ち着いている，揺れていない（舟が）．

6720 ─ okàj,あるいは osíroma okàj, 家に引きこもって暮らす，どこへも出かけない．

Siròm-ájnu. （名）男性の名．

Sirortonaj. （地 Shm.）（Sirotokhtonaj とも言う），石炭層のある北緯 49 度 33 分付近のサ

ハリン西岸の川と岬．

Sirósi. （名）銘（瓶の），スタンプ（手紙の），的，標的（射撃用の），割れ目，刃こぼれ（斧

の）． Mos. 名前．

Sirotokhtonaj （地 Shm）Sirortonaj とも言う． サハリン西岸の石炭層付近にある，ロシ

アのシレトゥナイ（Siryetunaj, Сиретунай）哨所がある．

Sirpuk. Kr. チチュウカイロックリング．

Sirriam. Kl. Kam. 寒さ．

Sirsimmuye（sӯrsӯmmūjeh）． Kl. Kam. 地震．

Sirù. （動）擦る（マッチを）．

─ sirù. （動）こする，塗る，すり込む，磨く． Tájkorosʼ áni sirù-sirù, おろし金でお

ろす（ダイコンを）．

Sirúbusisʼ. （名）男性の名．

6730 Sirugyen（ssirugen）． Lang. Kam. 雨． Sirugyénʼ. Pal.

Sirujn. Kl. Kam. Lang. Kur. （ssyrūyhn），雨．

Sírukuj. （名）火事，（森林の）火事．

Sirukúnye, sirúkuru とも言う， ⇒ síri. （名）黄昏．

Sirúnkuru. （名）乞食，貧乏人．

Sirùsʼ. （名）カビ．

─ sákhpye, カビが生えて干からびた（gyemòj ─）．

Sirúturu. （地） ⚑．マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 43 露里にあるアイヌの村（いまは

無くなった）． ⚒．マヌヤの北方 78 露里にある川．

Sirútsisʼ. （地）クスナイ・マヌヤを結ぶ道路上にあるロシアの越冬用建物の近くにある

山；クスナイ・マヌヤ分水嶺．

Sir-ekurok（sӯr äkūrok）． Kl. Kam. 闇（Finster-niɮ）．
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Sisye,あるいは sisyó, （ユルタの）部屋の右（我々では左）側．（同）símon-omájso. （名）

日本の武官の最初の位（sisyè あるいは sisyo）─陸軍准尉．

Sískyev. （名）隅． Sipòkh ─, tishyè ─, 長持の隅，家の隅．

6740 ─ gyè. （名）大工の斧の顎鬚(36)（⇒ pánʼcho-múkara）．

Sískyeum. （名）眼窩（sísʼkyeum の方が良い）． ─ póni. （名）眼窩の骨．

Sískyeunu. （名）四角形．

Sísturʼ. （動）道に迷う（森で），さまよう（暗闇の中を）； 道に迷った人（sistur ájnu）；

sísʼtur とも言う．

Sisténo. （形）溢れるばかりの（コップが）．

Sisʼ. （名）眼． 複数形は sikì（複合語の中では sikyè も）； 眼の．

─ ka. （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の北方 149 露里にある川及びオリチャと日本人

の混住の村，チフメニ（Tikhmyenʼ, Тихмень）哨所の隣，北緯 49 度 15 分．

─ kamu. 片目用の護眼帯（眼庇）．

─ kap. （名）まぶた（省略形は sisʼka）．

─ kásʼma. （動）守る，保護する． Sisʼkásʼma kamùj, 守護の神々． Sisʼkásʼma-útara

─ 庇護す（resp.(37) 統治する）人々．

─ kasʼmaryè. （動）守らせる，大事にさせる．

6750 ─ kasʼmarì. （動）守らせる，手に持っていさせる（帽子を）．

─ nakh. （形）盲目の． Sísʼnakh tusujgì khyetanyeà? 盲目になることを望むのか？

─ nisʼ etò. （名）目頭， ⇒ sikogónkyesʼ.

─ nu,あるいは síkhʼnu； ⇒ síkhʼnu.

─ nupye. （名）涙．

─ pi. （名）水晶体（眼の）． ⇒ pi.

─ nuj. （名）眼窩．

─ simójye. （名）地震．

─ tabu,あるいは sísʼtrakh. （名）まつ毛（複数）．
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Sisʼ-tój-rusʼ. （名）まぶたの粘膜．

─ tónkye. （名）凪，静けさ，べた凪（ガラスのような水面）．

─ tónu. （名）夜明け，完全な夜明け，日の出直前の時間． Sisʼtono. Pt. 光．

6760 ─ tónu kurubokhtà, 夜明け前の時間．（同）nisyàt ekasù.

─ torùsʼ. （名）黄昏． ─ te aryegi an, 黄昏時にやって来た； aryeonúman(38) 前の日

没直後の時間．

─ trakh,あるいは sísʼtabu. （名）まつ毛．

─ tsyà. （名）まぶた． Górikotaj ─, khorootaj ─, 上まぶた，下まぶた．

Sísʼpo. （名）塩． Sísʼpo-vakhka, 塩水．

─ amà. （動）塩をふりかける，塩漬けにする（魚を）．

─ usì. （動）塩をふりかける，塩漬けにする．

─ usʼ (chyeb). （形）塩漬けにした（魚について）．

Sísʼto. （名）ひじ．

Sísʼtomusʼ. （名）igyúryekanye(39) に似た木．

Sisʼtu. （名）頬骨． ─ póni. （名）頬骨（動物の，しかし人のではない）．

6770 Sisʼtukákhta, 到着せずに，たどり着かずに．

─ ománte khósibi, 旅のとき，（目的地に）たどり着かずに戻ってくる； 使者がたどり

着かずに戻ってきた．

Sisʼténye. （名）泥ねい地，ぬかるみ．

Sísʼtesʼparye, 恥ずかしくて目をふせる，恥ずかしくて目を直視できない．

Sísyuf. （名）ひじの長さ（長さの尺度）．

Sísya（sísʼ および sakh から）．（形）盲目の．

Sísyam. （地）日本の，日本人の．

─ arakà. （名）性病，梅毒．

─ kitò. （名）ネギ（植物）．

6780 ─ korò útara. （名）日本人（複数）．

─ kotàn óro-úntara, 日本人の村に住んでいる人々．

─ pyéntsaj, 日本のジャンク（帆船）．

Sita-sita. Mos. さあ！ 承知した！ まあよかろう！（間投詞）．
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Sitájki. （動）打つ，殴る，叩く（しかし，けんかをするのではない）．
─ karà. （動）織る．
Sitakko. Mos. （シタツコ），絶え間のない，永遠の．
Sitanà. 驚きの間投詞，日本語の単語． Pírika ─! すばらしい！（日本語の表現）．

Yájkistye ─! 危ない！（日本語の表現）．
Sitákhni. （名）黒いシラカバ（ヤエガワカンバ）（betula daurica）．
Sitákhpa. （名）皮膚のたるみ（しわ）．

6790 Sitò. （名）パン（穀類）．
Sitokyeu. Mos. 手．
Sitomarye! 驚いた！ すごい！（驚きの意味で）．
─ na! 驚いた！ とてもすばらしい！
Sitómyenye. （動）こする（マッチで衣服を）．
Sitóri. （名）長いくちばしをもつ大きな鳥．［コウノトリ？(40)（ニシンを一匹ずつ丸呑み

する）］．（同）no. Sitori ra,あるいは sitori trap, この鳥の羽．
Sittyeno. Dav. Nem. いっぱいの積荷．
Sittokye. Mos.（シツトケ），手．
Sittoki. Mos.（シツトキ），高価な宝石を糸で通した物，頭の飾りとして使われる．
Sitù. （名）スキー． ─ ikà（あるいは─ esoà）（名）スキーの止め具．
Sitúvsyeka. （動）落ちる（犬ぞりから），転がって汚れる

6800 Sitújko. （副）寝て，寝た状態で． ─ ínkara, 寝転んで見る（ときどき見る）．
Situjtujye, 叩いて落とす（長靴や衣服などから雪を）．
Sitújtue. （名）ブヨ．
Situmbye. （名）ギンギツネ（sitúmpye）．
Síturi. （動）伸ばす（足を）．
Siturúkina. （名）セリ科の一種（ハナウド）．
Sitejsujyè. （動）手を前後に振る（歩く際に）．
Siu. （地）（Ssíu. Shm.）， ⇒ Syu. シュレンク（Shryenk, Шренк）では Pi.(41)

─ kinà. （名）人間にとっては毒草（ある草の makhnye-kinà(42)； その okhkayu-kina（芯）
は porókutu（チシマゲンゲ）と呼ばれる）．

Siunìn. （形）青い，黄緑色の．（名）痣（あざ）（身体の）；空色の．
─ vakhka. （名）胆汁． ─ vákhka eátu, 胆汁を吐く．
Siun,あるいは─ arakà, カリエス．
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Síupye. （名）胆汁，不正確に言って：胆嚢．

─ vákhka. （名）胆汁．

─ pye. （名）胆汁．

Siupúya. Kr. 煙．

Siurit. Lang. Kam. 根．

Siusʼ-mun. （名）ツンドラに育つ柔らかい草，冬のために乾燥させて，長靴下および敷革

の変わりに長靴に入れる．

Siuunyè. Kr. ⇒ kamùj.

Si-u-en-te. Mos. 投げ捨てられている，廃れている． N： chivyente, （比）syuvyendi.

Sikhʼnu. （形）生きた．

─ okhgóro. （形）生きている（chyeb）．

6820 Síchaacha. Kr. アジサシ（複数）（鳥）．

Sicham（ssʼitscham）． Lang. 日本人（複数）． Brot. （seecham）． 日本人（単数）．

Sichápyespye. （名）森のネズミ．

Sichapyesʼpo. （名）⚖月．

Sichoulyoo（sӯroulōoh）． Kl. Kam. 疥癬，ひぜん．

Siyúpu. （副）一生懸命に，熱心に，根気よく（mon-trájki）． ─ kánye! がんばれ！ 急

げ！

Siyùkh. （動）晴れ着を着る（resp.(43) 祝祭の）（たとえば，熊祭りに）．

Siyaskutan. Kr. （地）⚙番目のクリルの島（ミッレルの計算では⚘番目）．

Skajushi igonʼ. Dav. 激痛．

Skannaski tombi. Dav. 満月．

Skannashki. Mos. 丸い（シカンナツキ）．

6830 ─ ambi. Dav. ⚑．丸い． ⚒．球．

─ nomi. Dav. 穴あけ機． Mos. 丸鑿（のみ）．

Skarye あるいは shkarye. Mos. （シカレ），丸い；恒常性を意味する小詞．

Skarun. Dav. ⚑．想い起こす． ⚒．想像する． Mos. （シカルン），思索にふける，

まねる，学ぶ，覚えておく．

Skyeriobu. （地 Shm）dʼ Estaing 湾にある山（尖った山）．

Skoban-ajga. Dav. 望みのない，Pf によると，おそらく isikoba ajgapp, 目論見が達成さ

れない（die Absicht zu erreichen nicht möglich），つまり，実現できない．
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Skoban-kushinyevana. Dav. きっと，Pf. によると，おそらく，isikoba（目論見が）

koshine（たやすい，軽い）． N：たぶん： sikopa-kushu-ne-va-na!

Snye. （数）個数詞の⚑， ⇒ sinyè. Mos. 個数詞の⚑．

─ váno (snyevangò). （数）個数詞の 200． Vámpye ikásʼma ─, 個数詞の 210． Snye-

ikásʼma-snyegokh-ikásʼma-snyeváno, 個数詞の 221．

─ váno ka, 200 本 の 縄． Snyevano-vajvango, 個 数 詞 の 40 万． Vajsnyeváno-

vajvango, 個数詞の 400 万．

6840 ─ gókhnye, 個数詞の 20（名詞とともに）． ─vajsnyeváno (vajvangò), 個数詞の⚔万．

─ gókhnye to, 20 日．

─ gòkh（snyegò, 稀 に sinyegò, sinʼgo）. （数）個 数 詞 の 20． Snyegòkh-ikásʼma-

snyeváno, 個数詞の 220．

─ gótsi, 個数詞の 20（粗野な語）．

─ gótsisʼ, 個数詞の 20（粗野な語）．

─ ikásʼma asisnyegòkh, 個数詞の 101．

─ ikasʼma vampye（snye ikásʼma vánto は間違い），個数詞の 11．

─ ikásʼma vámpye étugokh（etryegokh, eínʼgokh など）． 個数詞の 31（51，71）．

─ ikásʼma ivangòkh, 個数詞の 121．

─ ikásʼma snyegókh, 個数詞の 21．

─ jta. （副）いっしょに； 一つに． Snyéita ukoò, 一山に積む．

─ kivutumu. Dav. 一致して． N： snye-kyeutomo.

6850 ─ pákarye karà. （動）計算する，熟考する（たとえば，買い物の際に，いくら払う必要

があるか）．（同）ísinye-pákarye.

─ tim. Dav. サージェン(44) Mos. snye-tyem.

─ tishye untara, 同じ家に住んでいる者，同じ家族の者（本来の意味ではない）．

─ trámu korò, 同じ意見の人，同意した．

─ utákhta ne kusu, 我々は親戚だから（あるいは，親しいから）．

─ útara, 一族，家族，同胞．

─ éubusʼ, 一縄のニシン（ロシア人のところでは 10 匹，アイヌのところでは 20 匹のニ

シンが通された縄）． Tu éubusʼ, trye éubusʼ, 二縄，三縄のニシン．
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Sninyen uspi. Dav. 一対（持ち物における），Pf.によれば，snye-nin-us-bye⽛一人の人を

入れる物⽜かもしれない 〈疑わしい記述〉

Snotsu,あるいは shnotsu あるいは shnots. Mos.（シノツ），楽しむ，気晴らしをする．

Snots. Dav. ふざける． Mos. 語り合う， ⇒ vatara.

─ shíòmoki. Dav. 故意でなく， ⇒ sinokhtsya および shnots.

Snuttsi. Dav. 遊ぶ．

6860 So. （名）借金； 暗礁，海から突き出た石． Kr. 寝床． Dav. 滝． Mos. 滝（shiô と

も言う）． Lang. Kam. （sso）， 湖． So atàj karà, 借金を返済する．

─ karà, 寝床を敷く．

─ korò（エイシフニェ（Éjsikhnye, Эйсихне）によると日本語の表現）あるいは─ uf,

借りる，借金をする．

Sodik-mun（sâdik-muhn つまり trockenes Graɮ）． Kl. Kam. 藁．

Sodkonaj. （地 Shm）クタウジ（Ktauzi, Ктаузи）の南方にある川．

Sojda. Kl. Sakh. 板． Dav. ─Mos. so-ida, 船の甲板の板，shio-ita（シヨイタ）とも

言う．

Sojyè. （動）（石に）穴をあける．

─ sumà, 多孔性の石灰石．

Sojò. （名）日本の醤油．

Sójta. （副）～の外に，外で，家の外に，戸外で．（形）外の，外部にある． ─asìnʼ, 家

から出る，外へ出る．

6870 ─ kamùj, 外の神（家の神に対して）．

Soitta（soitta）． Lapyer. 海獣の皮で作った小舟の椅子

Sóka,あるいは sok. （副）後ろに，後へ． ─ ínkara, 見まわす，後ろを見る．（同）

góroko ínkara.

Sókankirara. （動）別れを告げる．

Sóki. （動）鉋をかける（用もなしに，子供が）． Ni─, 棒に鉋をかける． Pt.（形）セイ

ウチの． Soki imaki, セイウチの牙（複数）．

Sokkota. （地）Rud. 石炭層のあるサハリン西岸の北緯 49 度 39 分の緯線上の入江．

Sokò. （名）獣用の縄，獣を捕獲するための縄．

Sokom-ita. （名）棺の縦の板（複数）（側面の）．
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Sokotàj. （名）燭台．

Sókoteskye. （動）張る（部屋に莚を，壁紙を）．

6880 Somá. （名）封筒，巻いたもの（煙草，衣服の）． ─karà, 束（巻いたもの）をつくる．

─ ni an karà, 包む（紙に），巻く．

Somò. （副）～がない（南サハリンの人々のところで），存在しない．

Sómpa. （名）角，隅．

Sómpanu. （名）小さい箱，小さい長持．

Sónakh. （形）やもめの．（名）男やもめ．

Sóni. （地）⚑．クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 219 露里にある岬． ⚒．クスナイ

（Kusunaj, Кусунай）の南方 217 露里にある小川と日本人の村．

Sonki. Dav. 損失． Pf.によると，日本語の単語． son の意味は： 損害，損．

─ an. Dav. 損．

Sónko. （名）訴え； 元々は通知すること，通告すること（侮辱について）．

─ karà. （同）sonkoaryè, 通知する，通告する（侮辱について）．

6890 Sonkoaryè, 公表する，語る（侮辱について），侮辱について知らせる（書く）； （粗）＊

sonkuaryè.

Sónno. （副）正しく，まことに，とても，はなはだ，まったく，確かに．

─ ájnu, まことの人（金持ちで誠実な）．

─ ámpye! その通り，まったくの真実だ！

─ vyen（しかし porò-vyen ではない），とても悪い； とても悪く．

─ ka a-yaj kuramu osʼma, 私はとても満足している，私はとてもうれしい．

─ nyejmanu? それは本当か？ その通りなのか？ （同）sonno-ampye-khyetanyea?

sunkye-ampye-khyetanyea?

─ nevana! その通り！ まったくの真実だ！

─ nejsiri an! その通り！ まったくの真実だ！

─ nekuna kuramu, たぶんそれは起こると私は思う．

6900 ─ nékuni kusù,あるいは sónno nenangò, おそらく実現するだろう（起こるだろう）．

─ trámu pírika ájnu あるいは sonno kyejtum pírika ájnu, まったく善良な人，最も気高

い人．

─ ukopiyánu, 歌が大好きな．
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Sónno-khátsiko, はなはだ小さい（tryékoro khátsiko とも言う）．

Sópausʼ（saba-usʼ からか？）─ kamùj. （名）年長の家の神．（同）tishye-yúpu-kamùj.

Sorì. （名）橇．

Soro. Dav. 鉋． Mos. 鉋，両手鉋，shioro（シヨロ）とも言う．

─ omari. 鉋をかける．

─ rubi. Dav. 鉋屑． Mos. 鉋屑，shiororubye とも言う（Pf.によると，soro および小

詞 ru および bye から）

Soróma. （名）綿毛でおおわれたシダ．

6910 ─ váta. このシダの毛； アイヌは火口（ほくち）の代わりに使う．

─ tsinʼkyema. （名）女性の名．

Sorómpaj. （名）そろばん（道具），日本語．

Sorompye. Lapyer. 大きい木製のひしゃく．

Sororubi. Kl. Sakh. 背 が 高 い． ク ラ プ ロ ト（Klaprot, Клапротъ）は ダ ヴ ィ ド フ

（Davydov, Давыдов）の語彙集のドイツ語訳からまるごと語を引いていた．そこで⽛鉋

屑，削り屑⽜を意味するこの語は，解釈において riiva と混同された．

Sórumpye. （名）平べったい柄杓（大鍋から魚をすくうための），大鍋をかき混ぜる大きな

先の尖った匙．

Sosidèn. 日本の⚓番目の武官（陸軍中尉）．

Sóskye. （動）引き裂く（紙を）．（名）穴（衣服の），裂け目．

Sosò. （動）方々引き裂く，引き裂く（布切れを）．

Sosʼ. （名）セイウチ，一枚（紙）． Cnye kámbye ─, 一枚の紙．

Sósʼmakh-tevakhtè, 手を後ろに組んで（歩く）．

6920 Sósʼnu, ─ sósʼnu kam, 煮なおされて，簡単に一つ一つ別れてしまう肉．

Sótuj. （名）Pyéputu シャーマンを罵るときのあだ名．．

Sótujpa. （動）刈る． Saba ─, 髪の毛を刈る，頭を刈る．

Souturun-túki. （名）sakye を飲むための大きな酒盃（ukúsʼpye（小さな酒盃）が二杯分入

る）

Sókhkana. （名）ハゼ．

Sókhkara. （名）莚（むしろ），マットレス（藁，干草を詰めた），敷布団．

Sókhki-ájnu, 次の人に自分の盃を勧めた人（礼節に従って）．
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Sókhpaj-ájnu, 商売が上手くいかない人，日本語．

Sókhto (Sokto). （地）シウ（Siu, Сіу）川の東の支流， ⇒ najptu.

Sókhtonko. （名）寝床，ギリヤーク語の単語； ⇒ sikíbuton.

6930 Sochu（sóchchu とも言う）．（名）アルコール飲料，強い日本ヴォッカ．

Sóya. Dav. マルハナバチおよびミツバチ． Mos. ミツバチ，他に shiôya（シヨーヤ）．

（地）Mos. Sôya, マツマイ島の地名，Souya（ソウヤ）とも言う． Pavl. カルサコ

フ（Karsakov, Карсаков）の東方 15 露里にある小川． Shm. クタウジ（Ktauzi,

Ктаузи）の南方にかつてあった村． Gl.(45) オタニ・エンドゥムガ（Otani-Endumga,

Отани-Эндумга）とともにソーヤ・スススナイ山脈の南端をなす岬．

─ úntara. （地）マツマイ島の北部の住人（ajny）．（同）yáunutara.

Spyetsiv. （名）男性の名．

Stajgi あるいは stajki. Mos. 打つ，たたく． ─ otta. Mos. 殴られる場所，殴られる

様子．

Staichi. Mos. 打つ，たたく．

─ va ramu. Dav. （道具や手を）勢いよく振り上げる（打つために）． N： sitajki-va

ramu.

Stakorye. Mos. （シタコレ），霜，白霜．

Stapù. Kr. 犬． Lang. Kam. Kur. （stahpu）． Kl. Kam. （stāhpŭ）

Storkgig. Lang. Kur. Storkkig. Kl. Kam. オオカミ．

Stukámbis. Byelk. Shm. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の北方 85 露里にある峠の

岬〔（イチャラ（Ichara, Ичара）山あるいは Lamanon 山の山麓付近）〕．

6940 Su. （名）釜． ─ Kl. Kam. （sūh）．

─ áoni あるいは─ áuni. （名）（炉の上に）釜を掛けるための（木製の）鉤．

─ óokhpye,あるいは suókhpye, ⇒ suáoni. Pt. 五徳．

─ pasʼ, 釜の煤．

─ pasʼ usʼ, 釜の煤で汚す（手を）．

Suab. Stral. ⚖．

Subùn (supùn). （名）ラッド（魚）．

Suyè. （動）釣竿で（魚を）捕る．

Suj. （名）回． A ─, tu ─, trye ─ ⚑回，⚒回，⚓回(sitájki)； 穴（キツネの，ネズミ

の）．

（副）もっと，再び，さらに，あとで．
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Suj-ákhkari porò, もっとたくさん．

6950 ─ oyasima, 明々後日，今日から⚓日目．

─ oyato, ⚓日目に．

Sujyè. （動）揺らす． Ni tryéra ─, 風が木々を揺らす．

Sujpuya（ssuipuja）． Lang. Kam. 煙．

Sukaj. Mos. 酸っぱい（日本語の単語 sui）．

Sukyè. （動）煮る． Amàm ─, chaj ─, 米を炊く，茶を沸かす（釜で）．

Sukyénno. （名）男性の名．

Suknò. （名）ラシャ．

Sukochúpu あるいは syukochúpu. （動）身体をくるむ．

Sukuv,あるいは sukùp. （名）青年，若者．（形）若い，育っている，大きくなっている

（ájnu, chuf）．

6960 Sukup, ⇒ sukuv および sukuf. Kl. Kam. バイケイソウ属．

─ makhtekù, 若い女性．

Sukùsʼ. （副）明るく，はっきり，（反）nisʼkuràn.

─ chirye. （動）日焼けする（顔について）； nusukúsʼ-chirye の省略形．

Sukùf. （動）育つ，大きくなる（人，月について，しかし草についは言えない）．

─ rutom eyáikoro, 若くして死ぬ．

─ khyemakà-chuf. （名）満月．（同）sikárisʼ-khyemakà-chuf.

─ chuf. （名）新月と上弦の月の間の月， ⇒ asìsʼ-chuf および nasu-kuf-chuf.

Sumà. （名）石． ─ puj, 石に開いた穴．

Sumakotan. Gl.(46) Sumaókotan とも言う．（地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 102

露里にあるアイヌの村．

6970 Sumári. （名）キツネ（赤い）．

─ kara. （動）だます； 欺く人（─ ajnu）．

─ únkuru. （名）詐欺師（チヴォカンケ（Chivokankye, Чивоканке）によると，悪い言

葉）．

Sumatomaranu. （地 Shm.）オロケス（Orokyes, Орокесъ）川の南方 64 露里にある岬．

Sumayà. （名）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 64 露里にあるアイヌの村．
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Sumì. （名）炭（燃えていない，消えた），日本語の単語．

Sumkyeli. Kl. Kam. 嘘．

Sumokhnajbu. （地 Shm.）ストゥカムビス（Stukambis, Стукамбисъ）岬付近の川

Sum. （名）泡． ─ Brot. 魚の脂肪．

Sunyè. （動）照らす（灯火で）．

─ étari, 照らす（出て行く者を，あるいは何かを探すために），（しばらく）照らす．

6980 Súnkye. （動）嘘をつく，欺く．

─ ájnu. （名）嘘つき．ペテン師．

Súnkyekhchi. （動）騙す，欺く

Súnku. （名）トウヒ，エゾマツ． ─ ni, トウヒ，エゾマツ．

Sun-tryéra. （名）暖かい南風（チェプフナイ（Chyepukhnaj, Чепухнай）では koj isyam），

南西の風．

Supuya（ssupūjah）. Lang. Kur. 煙． Kl. Kam.

Surà. （動）口笛を吹く．（同）mausurà.

Suránchuf. （名）11 月．

Suráta. （動）放す（鎖から），放つ（縄を）．

Surgùr. Kr. 鷲（複数），翼の白い鷲（複数），黒い鷲（複数）．

Surkur. Kl. Kam. 鷲（単数）．

Súruku あるいは syúruku. （名）キンポウゲ，トリカブト属の植物（ヨウシュ）．

6990 Susù. Kr. ヤナギ（おもに低木性の）． Kl. Kam. ヤナギ．

Susujkotan. （地）Gl. ⇒ Susuya.

Susukabù. （名）ヤナギの樹皮．

─ nikuf. （名）ヤナギの靭皮製の帯．

Susunì. （名）ヤナギ． ─ ko, ヤナギの木部を粉末にしたもの．

Susukhnàj (Sususnàj). （地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 65 露里にあるアイヌと日

本人の混住の村．

Susuya. （地）⚑．カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方⚗露里のアイヌと日本人の

混住の村． ⚒．カルサコフ（Karsakov, Карсаков）の西方 10 露里にある川．

Sutye（sute）. Kl. Mat. 秋．

Súturu. （名）釜の中の燃え滓， ⇒ su および turù.

Suukauka. （動）縫う，縫い合わせる．

Suutákhkye. （名）継ぎ（衣服の）．

7000 Súfkaye. （形）酸っぱい，日本語の単語．

Súfkye. （名）草を編んで作った莚（むしろ）（半地下小屋では床の代わりをする）．
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Súfsu,あるいは súkhsu, 動物の内臓（膵臓？(47)）．
Súkhki. （名）大きく伸びたスゲ属の植物； 小さくまだ緑のものは tokóki あるいは ki と

呼ばれる．
Sukh. （名）底部（岸の）； ⇒ kípyeri.
Sútsi. （名）祖母，曾祖母など．
Suchip（ssūtschip）． Lang. Kam. 魚．
Sshikaj. Dav. 釘．
Sshubuya. Lang. S. Sakh. 煙．
Sshumu unino anguru. Dav. 私生児； Pf.によると，shiomo-unyeno an guru, 似てい

ない人．
Sshyuu. Dav. 釜， ⇒ su

7010 S·jnif（sjnif）． Kl. Mat. 苦い．
S·jyu（sjiu）． Kl. Mat. 緑の．
S·yattye（sjatte）． Kl. Mat. 夏．
Sy·i. Dav. 排便．
Synnaj. Byelk. （地）クスナイ（Kusunaj, Кусунай）の南方 166 露里の小さい川．
Syttyeno-kushya. Dav. いっぱいの積荷．
─ fugu. Dav. （吹いて）膨らます．
Sy·eguru. Dav. 病人．
Syu. Kr. 釜．（地）アイヌとオリチャの村シシカ（Sísʼka, Сиська）付近でチェルペニエ

（Tyerpyeniye, Терпеніe）湾に注ぐ川（サハリン島でもっとも大きい）； ⇒ シエウ
ニ（Shyeuni, Шеуни），リョーモリ（Lyomori, Л ö мори(48)），カムタチ（Kamtatʼ,
Камтать），オノリ（Onori, Онори），ムイガ（Mujga, Муйга），ケトマイ（Kyetomaj,
Кетомай），フイ（Khui, Хуи），ソフト（Sokhto, Сохто）およびナイプトゥ（Hajptu,
Найпту），レイデンクセ（Lyejdyenksye, Лейденксе）およびクイナイ（Kuinaj,
Куинай）．

7020 Syuvyendi ajno. Dav. 老いぼれた． N： sivyente＝chivyentye.
Syugutkaruva kunni. Dav. 日焼けする．
Syukùsʼ. （形）晴れた，明るい．（副）こうこうと，明るく．
Syúu-pasʼ, sú-pasʼ の方がもっと使用される （名）日本の釜の油っぽい煤，アイヌが唇を

染めるのに使う．
Syakhkotan.（地）マヌヤ（Manuya, Мануя）の北方 98 露里にある小川（日本人の納屋があ

る）．
Syakhtopu. （地）⚑．マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 232 露里にあるアイヌの村． ⚒．

マヌヤ（Manuya, Мануя）の南方 232 露里にある小川
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